


    
    


    




        









この道中記は2010年1月31日～2月１１日にかけて

松尾芭蕉が旅した奥の細道の始めの部分、日光街道を

冬だし雪とか観たいな～とか考えながら

かなりテキトーに日光を目指したテキトー道中記です





一人トボトボ歩いて旅した体験記ですが

アメブロ「海月漂流記」にて

同年3月４月にかけて連載したものに

電子書籍化に伴う

加筆、修正をしたものです



物語は時系列となっていますが

時の流れは速いもの

旅した時、ブログ執筆時とは変わったことも

現在はありますが

タイムスリップでもした気分で

まぁ・・眺めて戴ければと想います



この本を手にとっていただいた方に

感謝！ありがとうございます





2012年2月

海月岳人　くらげがくと













    きっかけ①
    ２０１０年　1/31～2/11に日光街道を1人トボトボと歩いてきました。

その道中をこれから書いていきたいとおもっていますが・・・・・まずは

きっかけ、から



いわゆるアラフォー世代にあたる私は主夫として気がつけば、6年ほど過ごしていたのですが、その間にすっかりと立派なメタボ君にボッテリと成長していました。若いころはダイビングのガイドなんぞもしていたこともあり、そこそこスリムで筋肉もモリモリではないが、バランスよく付いていたのですが、それもグータラ主夫満喫中に全て贅肉に替わりました。嫁にブタ、詐欺師と言われ・・・・・「さすがにこのままじゃ～～あかんな」と思いダイエットに昨年の6月ごろ乗り出したのです。

とはいっても・・・・・・ぐーたらが染みついた生活・・・そして努力嫌いな性格



まず始めたのは

・自宅から上野のパチスロ屋まで・・・・・・歩いていくこと（片道約20分）

・缶コーヒーを甘いものからブラックに変更

・1日1食

・はやり始めていたヘルシアウォーターを1日1本飲む



なんてことを1か月くらい続けました

幸い嫁が出張中な時期でもあったおかげで朝から晩までスロットをやっていたせいもあり空腹はそれほど苦にならずに済みました。アドレナリンが出てたからでしょうかね～たぶん。むろんスロは５スロです。稼ぐのが目的ではなく時間を過ごすためでしたので。

そんなテキトーダイエットでも続けていたら効果が出てきて５，６ｋｇほどの減量に成功しました。



これは・・・・イケルかも

と思ったのですが・・・ここからがなかなか減らない・・・・見た目は相変わらずメタボ君

ここで諦めるのも癪だったので



少しグレードUPし

・公共のジム通い・・・・・週2回、1回２～3時間

・水泳・・・・・週1回　２～3時間ひたすら平泳ぎ

・1日1食　極力油をつかわない料理、カロリーに気を使う

・ヘルシアウォーター1日1本

に変更してみたら・・・・・2か月で１２ｋｇの減量に成功







    きっかけ②
    



体脂肪率もデブ>>>>普通になりました。



１２ｋｇ・・・・・・・５ｋｇの米でも結構な重さでデカイのに・・・・・

結果として・・・・・とても腰が軽くなり

腰が軽くなると・・・・人間・・・・・旅に出たくなるもの・・・・・のようです

で旅に出るとおいしいもの食べちゃうから・・・・太るんだよね・・・

旅には出たい・・・・また太るのは癪

なら・・・歩けば・・・・・

！！



そんな流れで歩いて旅すりゃ・・・・うまいもの食べても太らない！！

ってことに気がついた私なのですが・・・・・・

その後に旅にでたのはラスベガス

はい・・・・日光街道ではないので・・・・その話はまた後日に

ダイエットも一段落し、日常を主夫として相変わらずおくっていた昨年の秋頃、ふらりと立ち寄ったbookoffで1冊の本と出合いました。「星の巡礼」ブラジル人のパウロ・コエーリョさんの著書です。「アルケミスト」というタイトルの本がベストセラーとなった作家さんの処女作品らしいです。

内容は・・・・・実はまだ全部読んでいないため・・・・感想は省きます。

ですがこの本、カトリック版のお遍路さん体験ロードストーリーのようなもののようです。

なんとなくタイトルに惹かれて手にとって１００円コーナーにあったから買った本なのですが、家に帰り最初の数１０ページをめくったころには



コレダ！この旅は・・・・いまだ体験したことが無い旅だ！



と１人興奮してしまい通称カミーノと呼ばれるスペインの北西サンチャゴ・デ・コンポステーラを目指す巡礼路を歩くことに興味深々となってしまいました。なにかと予算がかかるヨーロッパを安上がりに旅するチャンス！

直ぐにでも出かけたいと思い立つも約８００～９００ｋｍの道のりを歩く旅、さすがにいままでの旅とはモノが違うため、ひとまずWEBで情報を集めましたが、如何せん冬は厳しい・・・・とのこと・・・ヘタレな私はそのまま遭難する恐れを感じたので２０１０年７月～の予定で現在計画を練っています。









    きっかけ③
    カミーノに向けてのトレーニングを考えていたときに思い立ったのが日光街道歩き旅なのです。

カミーノでは１日平均３０～４０ｋｍの道のりを毎日歩かねばなりません。

（平均３０日～４０日前後）



スロット屋まで片道２０分の道のりを往復するのも遠いな～～～～と

つい最近まで感じていた私にとってはアメージングな旅です。



ひとまず自宅から新宿まで週に１度片道９ｋｍを往復歩くことを始めたのですが

寄り道しても２０ｋｍ。

ん～～～トレーニングとしては少々不安です。

本来はトレーニングなぞしないでぶっつけ本番で挑むのが苦行なのかも知れませんが、

ま～私はカトリック教徒ではないし・・・・もとから宗教心ないし・・・な典型的な日本人ですので

メンタル面でのトレーニングの一環とはいえ、旅するからには楽しみたい！

なら夏までに体力つけとこっ！なノリで始めたのが日光街道歩き旅です。



ぶっちゃけ、昔の人が歩いた道に興味があったわけでも

歴史にそれほど惹かれる性格でもありません。



ただお手頃なトレーニングな気がしたのでやってみた。

考えてみたら・・・日光なんて中学の遠足でいった以来だな～～～くらいなノリなんです。

以上を踏まえて今後の日光街道歩き旅を観ていただけたら喜びです。





テキトーな「歩き旅」ですので。







    初日　蔵前＞＞＞日本橋
    1/31

前日に持っていく荷物などを準備し早めに就寝したのですが、数日前から妻が長期出張に出かけていたため、主夫をしている私のグータラ度が急上昇していたためか、旅の初日から寝坊です。



はい・・・出発前からテキトーです。

11時に目が覚めました。前日立てた計画では、この日は草加宿辺りまでいって、せんべい齧りながら湯にでもつかるかな～と考えていたのですが・・・・辿り着けるか・・・怪しい雲行きです。それでも昼過ぎ、まぁ～いけるとこまでいくかな～と思い荷物を担ぎ、家をでました・・・・・が郵便だけチェクしとくかと思い郵便受けを覗くと・・・

郵便局の不在届けがっ・・・・・内容が「なまもの」

　・・・・・・えっーーーーーと、どうしよっ・・・・・・・・

寝坊についで躓きです。

ひとまず部屋にもどり荷物を降ろします。

郵便局に電話で「旅にでるんです！ナマモノどうしましょ」と伝えると担当の方がご丁寧に中身をチェックしてくれるとのことです。「浅草郵便局」とても親切です！下町人情感激です。どうやら中身はバレンタインも出張中の嫁が早めに手配してくれた「チョコレート」のようだったので一安心「いくらなんでも早すぎだろっ！」とも思いましたが、受け取り日時を決め・・・・



いざ日光へ、旅立ちです！



再び荷物を担ぎ、昼の１２時40分やっとこさ出発しました。まずは日光街道のスタート地点日本橋を目指します私は現在浅草のちょいと南、蔵前に住んでいますので日本橋までも歩き旅です。いきなり日光街道を逆走です。ま～道中は基本近所ということもありボケボケ歩きました。



　[image: 海月漂流記-日光街道01]日本橋START地点





注）文中　筆者の自宅は蔵前ですが、これは2010年の話、現在は引越ししましたよ！







    初日　日本橋
    13時40分　日本橋のスタート地点に到着です。ここまで6609歩4.8km

プレートは日本橋の橋の上、道のど真ん中にあるので見逃しがちです。普通に交通量も多いのですが車の途切れを見極めてダッシュで撮影しました。はい・・上下逆に映りましたね。このプレートが見たいという方は早朝、深夜や車の通行量の少ない時をお勧めします。平日昼間とかに見るのはオススメしません！どちらにしても車道にあるので十分に自己責任の上、周りの状況に注意をはらってくださいネ。



[image: 海月漂流記-日光街道02] 　ちなみに、こちらはレプリカですが

 安全に撮影できる歩道上にあります。

　なにやら周辺にも道に関するオブジェがたくさんあります。

　パチャパチャ、デジカメでたくさんとりましたがま～直接、

　日光街道に関係ないものも多いので割愛します。





さあさあ・・・本当に日光街道ＳＴＡＲＴ！



なのですが、すでにこの時手元にもっていたメモ帳に「あかん・・・額に汗・・・つかれた」 と書いてあります。

・・・・・・我ながらヘタレです・・・本当にたどりつけるんでしょうかね？！



ま～なんだかんだで、ひとまず浅草を目指すことにして、いま来たばかりの道を戻ります。歩いたばかりの道ですから迷いません！ですが来るときに少し迷った地点がありました。

[image: 海月漂流記-日光街道03]　スタート地点からすぐそばなのですが・・・・

　旧日光街道いきなり道で閉ざされています。

　現在は地下道になっているのですが・・・・・・・・

　この道、女性お一人で通るのはオススメしません。

　勘のさえている方は手前の青ビニールシート

　でわかると思いますが・・・・　

　住人の方が多数お休みになっています。

　真昼間に通ったのですが・・・

　たぶん夜、早朝はもっと混雑していることが容易に推測できます。

　さきほどおじゃましたばかりだったので

　ここは迂回して進むことにしました。

　ＳＴＡＲＴしたばかりなのですが、いきなりルート変更です。

　　　「昔の道をたどる難しさを早くも実感しました。」







    初日　浅草橋＞＞＞蔵前
    

浅草橋でぼけーーーーーっと屋形船などを眺めつつトボトボ歩きます。



[image: 海月漂流記-日光街道04]



この辺りはすっかり地元なのでとくに感じることもありません。iｐｏｄを聞きながらトボトボ歩きます。

今日のスタート地点、とゆうか自宅周辺に通りかかった時に・・・・・・

ゴミを出し忘れていたことに気がつきました！ナイスです、寄り道してゴミだしをすることにしました。



寄り道のつもりが・・・・・缶コーヒーを飲んで一服しているうちに・・・・

すっかり腰が落ち着いてしまいました。



「どのみちこれからじゃ今日は・・・・たいして進めんな～」自宅の落ち着き魔力おそるべしです。

「今日、早めに寝て、あす朝早く起きて出かけるか～～～」と結局なり・・・・日光街道初日終了です！

我ながら・・・・・テキトーすぎです。

自由な旅最高です！浅草郵便局さんゴメンナサイ。



でも旅の途中なんです！





初日の徒歩記録

蔵前＞＞＞＞日本橋＞＞＞＞蔵前　８．２ｋｍ　１１４９４歩



ん・・・・旅というか・・・・散歩のような気も・・・・・・



次回から、たぶん・・・少し旅っぽいです。・・・・たぶん







    蔵前＞＞＞浅草
    02/01

昨夜さっさと見切りをつけ早めに就寝したおかげで朝4時に起床！荷物の確認、

本日の予定ルートなどを確認

（ちなみに予定は蔵前＞＞＞幸手、昨日の遅れを一気に取り返そうとする約５０ｋｍの強行軍）

朝のニュースの天気予報では今日の夜から、雨、さらに深夜には雪との予報もあり、なんとか距離を稼ぎたいところ・・・・・ここで鋭い方はお気づきかもしれないが・・・・なぜそんなに暇人が急ぐのか？

なぜなら・・・この時点では連続して一気に日光まで辿り着く予定でいたからです！

5日くらいで終わらせる予定だったんです。ま・・・見事予定どうりにはいかなかったのは冒頭の日程でバレバレな訳ですが・・・・　

(▽ )ﾂヾ( ｀▽)ゞ　　(▽ )ﾂヾ( ｀▽)ゞ　　(▽ )ﾂヾ( ｀▽)ゞA



[image: 海月漂流記-日光街道 013]AM5:30

　満月に見送られ一路江戸通りを北上し浅草へ向かいます

　浅草寺まで2700歩１．９ｋｍ

　ちなみに浅草寺の本堂は現在改装中につき、

　訪れても少々残念な見た目ですので、

　近いうちに旅行を考えておられる方はご注意ください。　

　来年あたりだったか再来年あたりには終わる予定だったはずですが。

　ま～～～よく知りません！

注）2012年2月現在はすっかり改装は終了しているようですよ

 屋根がチタンになったそうな！



AM６：００　

信仰心は皆無ですが、ひとまず5円5円10円と賽銭を私にしては奮発しました[image: 海月漂流記-日光街道 016]

「ん～願い事は・・・出張中の嫁の安全と私自身の旅の達成です。」

20円で欲張りました。願いを終えて本堂正面の階段を降りようとすると、

いきなり足を踏み外しコケそうになりました。

これは！ネガな方なら不吉と捉えるのかもしれませんが・・・私はノー天気な上、

困ったほどポジな性格です「こりゃ道中、よく足元みて歩けよっ！」って

金竜が教えてくれたと勝手に思い込みます。



それなりにアリガタヤアリガタヤと思い一服ついた後「南千住」へと向かいます。

（朝の寺ってなかなか気持ちいいんですよね～なんか）







    浅草＞＞＞南千住
    AM６：３０　南千住の駅を通過



途中、山谷を通りました。嫁に捨てられたら・・・・・私もここに引っ越しかもな～なんて考えながら未来の友となるかもしれない方たちの中を通りぬけます。表情は様々です、うつむく方も、上を向いている人も、もちろん朝ですから眠そうな人もいますし、明らかに昨夜の深酒が残っている人たちもいます。路地のほうでは仕事に群がっている人たちもいて、朝の山谷、涙橋近辺はボヘミアンたちの静かなる活気が流れていました。



AM７：００　千住宿の芭蕉の矢立初めの地で一服休憩　9154歩　6.5km

国道４６４を北上し4号と合流するあたりが荒川区と足立区を繋ぐ千住大橋です。荒川区側、足立区側ともに松尾芭蕉、由来のオブジェや神社があるようです。芭蕉のような生き方にはものすっごく憧れるのですが正直、芭蕉の本も読んだこともないし、詳しくもないのでコメントは避けます。先を急ぐ身の上ゆえ御免とチャカチャカ写真だけ数枚撮り通過しました・・・ま・・・まだ近所ですからね・・・来ようと思えばいつでも来れる場所なので・・



[image: 海月漂流記-日光街道 023] 餞別の泪・・・・・イイ表現に

｡ﾟ(T^T)ﾟ｡

さすが・・・先生！ [image: 海月漂流記-日光街道 024]












ん・・ここで１句





・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・





・・・



一服するか・・・・・







    ボヘミアン
    [image: 海月漂流記-日光街道 026] 
[image: 海月漂流記-日光街道 027]





　右・左かよ・・・

 北とか南じゃないんかいっ！

























(　・д・)/－－＝(((卍

隠密発見！







＼(￣ｰ￣;)

芭蕉先生ゴメンナサイゴメンナサイ

ほんとは尊敬してます！



あなたこそ本当のボヘミアンです！！







    南千住
    AM7時ごろ一里塚後を通りすぎ、千住宿問屋場・貫目改所跡　(￣□￣；)　なる、さっぱり何があったとこなのかわからん公園のようなところで地図を発見！

[image: 海月漂流記-日光街道 030]

近所の名所案内地図も兼ねているようなので

歴史や由来にご興味のある方には便利かもです。























[image: 海月漂流記-日光街道 033] しばらく進むとうまそ～～なダンゴ屋さんを見つけましたが、残念ながら来るのが早すぎたようで・・・・まだ準備中の模様でした、なにげに、この団子屋さんが日光街道140キロの道のりの中で一番「たべてみたい！」と印象に残りました。ま～食べ損ねたせいなんですけどね・・・









AM７：３０

都心へ向かう車の渋滞を横目にトボトボと千住新橋を北上します。朝の橋の上は風が冷たく息が白くなりました。ハトに餌をあげているオジサンなどを観察しつつ渡り終わった後は4号線の西103号を北上します。こちらの103号が旧日光街道らしいです。時間が時間なので通勤ラッシュの人の波に飲み込まれたまま「梅島駅」まで流されます。そこから先は人の波を掻き分け必死に流れに逆らいながら進みました・・・・ま・・・さすがに都心ほどの人混みではなかったんですけどね・・・はい、大げさに言いました　ヽ((◎д◎　))ゝ　ごめんなさい。











    南千住＞＞＞草加
    [image: 海月漂流記-日光街道 038]AM８：５０　西保木間にて休憩　20854歩　14.7km　　

ひたすら103号を北上しました。

特別なにもありません！ただただ歩いて疲れたので休憩しました。

左の川・・・・・なにげに東京都と埼玉県の境界線です。

普通のどぶ川っぽくて(　 ﾟ ▽ ﾟ ;)って感じです。



でもゴールデントライアングと呼ばれるタイ、ラオスの国境の川よりは幅があるように感じました。

ちなみにこの辺りでシャコタン族車を見かけました・・・まだ生息してたのかっ！

少し田舎に来た気がして心和みます。





[image: 海月漂流記-日光街道 040] 
 はい！Good-by　TOKYO　

 Hello　SAITAMA

 草加市に突入です。

[image: 海月漂流記-日光街道 044]


















謎のなまずを見ながらモクモクと進みます。

急に埼玉だからといって大きく激変することは、なにもありません。

街歩きにipodは必需品です。音楽でも聞いていないと・・・・・・



飽きます！







    草加
    ちなみに草加市に来たのは初めてです。

草加＝せんべいのことしか知らない人の道中記です。





[image: 海月漂流記-日光街道 045] 
 　謎ナマズを少し進んだ先に

　火の見やぐらのようなモノをみつけました。　　　　

　実際には何のためにあるものかは調べなかったのでシリマセン！

　だが内部を覗いてみると靴を脱げば誰でも登ってよい様子。

　もちろん登ります！

　基本的に高所恐怖症の気がアル私ですが、

　この程度なら大丈夫なんです。内部は木の香りに溢れたつくり、

　半吹き抜けのようになっていて

　周回階段のようなところをグルグルと登ります。

　一番上まで登ると・・・・・周りが見渡せます。

　が・・・・周囲はマンション等が多いので川が横にあるくらいはわかるけ

　ど・・・・別に「絶景かな絶景かな」というような景色ではありません。

　草加、なかなかの都会です。

　1枚写真も撮りましたが。覗き窓にも金網が張り巡らされていたため、

　どーでもいい写真になったため割愛です。



　内部で木の香りにふれたいという方にはお勧めですが景色は期待しないが吉です。

　あ・・・もちろん私は何の木かまではシリマセンよ～。





[image: 海月漂流記-日光街道 050] 
　ヤグラからも見渡せるところにこんな昔っぽい感じのする

　「矢立橋」なるものもありました。

　たぶん・・・・復元したものなんだろ～な、とは思われますが・・

　相変わらず詳しいことはシリマセン・・・

　でもイー感じです。

　周囲には芭蕉の句や由来のオブジェ等が多かったので芭蕉先生にまつわるモノの

　１つなんではないかと推測できます。







    草加煎餅とお茶
    [image: 海月漂流記-日光街道 052]１０：１０　昔の街道を再現したのではないかと思われる道で休憩します。

　ここまで本日の徒歩：２７６８４歩/１９．９ｋｍ。

　ここの道とにかく歩きやすく。プチタイムスリップ感が味わえた、

　とてもよくできたコンセプトに基づく道でした。



　地元の方にも人気の様子で、老若男女さまざまな方がマラソン、ウォーキングを各々それぞれのペースで楽しんでいるのを見かけました。とても活気のある道でした。街道百選とやらにも選ばれているようですが納得できます。道の東側は川も流れているのですが、その川の川辺もなにやら未完成ですが改装中に見受けられました。松かな？たぶん・・・など木々も多く季節によって、さらに気持ちがよく歩けるんだろうな～と思います。草加近辺でのウォーキング、マラソン等には最高だと思われます。私はここで、コンクリートの道を延々と歩いてきたため、端っこの土の上を歩きました。歩くのは・・・・コンクリートより土の上の方が楽であることを身にしみて感じました。

ここで記入したメモに「つかれた足が少し軽くなる道」と書いてありました。



歩く人にとってはスバラシイ道です。

メモついでに前回の書き忘れなんですが「草加せんべい」を食べました。

なにやら有名なお店もあるようですが、私が入った煎餅やさんは・・・・・ゴメンナサイ・・・名前覚えてないです。せんべいも全部食べちゃいました＾＾；ま・・とにかくブラリと旧日光街道沿いのドコカで寄らせていただきました。

本場で草加せんべい！これが大事！



このお煎餅やさん・・・他の店のことは知りませんが・・・

立ち寄るとサッとお茶を出してくれました。　感激です。草加ブラボーなところです。

都内でブラリ立ち寄ってサッと一見の客にお茶を出してくれるような所は、なかなかありません。

朝から歩き通しでペットボトルのお茶しか飲んでいなかったせいもあり、ありがたさもＭＡＸです。

こちらで420円で何枚か入った煎餅を購入しました・・・・が、会計の際にメンバーズカードを進められました。

ん～～～まさか・・・旅先の煎餅屋でメンバーズカードを進められるとは・・・！

たぶん・・・生きてる間に来ない確立９９％なのでお断りしました。

でも時代の大きな波を痛感します。

草加は都会です。お茶ごちそうさまでした。



煎餅よりも一杯のお茶が美味しかったです。







    草加＞＞＞北越谷
    11:15　気持ちよい道を後にし再びコンクリートの道へともどり国道49号を北上し途中でみつけたラーメン屋で昼食をとりました。このラーメン屋さん、いわゆるランキング系の雑誌にも載っているような感じででしたが、味よりも店員さんの仲間内おしゃべりのほうが印象に残っています。味は・・・ま～美味しいかった気もしますが、私自身がグルメ家ではないのでコメントは控えます。店の名前・・・覚えてません。

[image: 海月漂流記-日光街道 055] 

 　こんな、昔風情のある旅館も道中にはあります。

　とても惹かれますがまだ昼ですのでスルーします。









１２：３０　北越谷を通過、ここまでの道のりは・・・何の記憶もアリマセン・・ま・・音楽聞いて、ぼけぼけ歩いてたんだと思います。北越谷で一度、東武伊勢崎線のガード下をくぐるのですが、その少し先に、なにやら立派な鳥居がありました・・・が、なんとなく立ち入り禁止の空気が周囲に漂っていたのでスルーしました。めずらしく・・後で調べました。・・・というより・・・地図見ただけなんですが・・・(･･;)・・・「宮内庁埼玉鴨場」らしいです。鴨葱たべたい・・・

１３：３０　途中でbookoffを発見したので地図を漁りに飛び込みます。

[image: 海月漂流記-DSCN0571] 
　というのも・・・こんな地図しか、もっていかなかったため

　都内は・・よかったんですが・・5万分の１だと・・・アバウトすぎて

　歩き旅には少々キツイナ～と感じ始めたからです。

　旧日光街道のガイドブック的なものか、

せめて埼玉のもうちょい詳しい地図がほしかったのですが・・・・

アリマセンでした！残念です。でもbookoff大好きな私は荷物を担いだまま、旅に関係ない本をウロウロ物色します。埼玉のほうのbookoff広くて空いてて最高です！結局、せっかくだからと芭蕉：おくのほそ道に関する本を1冊購入しましたが・・・はい！読んでません。

ペラペラ捲ってはみたものの・・古い言葉、難解です。ねむくなります。時代の違いを痛感しました。ほぼ外国語読んでる感じです。芭蕉の本を読むにはまず語学の勉強が必要な気がしました。気がむいたら・・勉強します。今は向きません！

地図が両方とも「でかじ」なのはただの偶然です！年だから・・とか連想するのはご自由ですが

昨年レーシック受けたから視力はいいんです！

ちなみに私はスマホとか、あったら便利そうなものはもってません。

だって・・・使いこなせそうにないから・・







    北越谷＞＞＞粕壁
    話が脱線しそうなので・・・



古本漁りを堪能したあと外に出ると・・・・・・・・・・・・・雨でした



傘などもちろん持ってません。

が・・・心強い見方・・・コールマンのレインコートはこんなこともあるかと準備済みです。ズボンはコロンビアのワークパンツ、どちらもゴアテックス仕様ですから・・・

「雨かかってこいや～～～」とフードを被り旅再開です。



[image: 海月漂流記-日光街道 058] 
　１４：２０

　最初は・・・ポツポツ程度だった雨が・・・だんだん強くなってきたので

　見つけたマックに逃げ込みます。

　2日目のここまで：49029歩、３５．３ｋｍです。

　小腹も空いていたのでバーガーを齧り、コーヒーをすすり、タバコで一服です。

　いまや全国のマックでタバコが吸えなくなってしまったようです。

ココ、コノ日がヘビースモーカーな私が落ち着いてマックに滞在できた最後の日だったとは夢にも思っていませんでした。喫煙者＝すっかりマイノリティな世の中ですね～。

徐々にマイノリティとして追いやられていく日々を現在も堪能中です。



トイレ休憩などもココですませ１５：００に旅再開ですが・・・雨はさらに激しくなっています。

休憩中にやまないかな～？等とあまく考えていたのですが・・本降りの様相・・・しばらく雨の中をモクモクと進みましたが、最初に見つけたコンビニで傘購入しました！

いやね・・・フードとパンツはいいんですよ・・・たしかに水は入らないんです・・・・でもザックにつけるザックカバーは持ってない訳なんですね・・・はい・・・



「着替えグチョグチョはイヤダーーーー」



粕壁でプチ迷子（旧日光街道を見失う）になったりしながらも雨のなか旅をつづけます。粕壁はなかなか栄えた町の様子でした。１ヵ所ふるそーーーーな郵便局を見かけましたが。先を急ぎたいのでスルーーしました。







    杉戸町
    [image: 海月漂流記-日光街道 062]　杉戸町というところで謎の地球儀オブジェを見かけました。

　なんでも北緯36度線らしいです・・・

　ちなみに私は南の島パラオに住んでいたことがあり・・

　たしか北緯７．８度あたりだったと記憶しています。

　相変わらずアバウトですが・・・北緯ね・・

　あまり意識しないもんでしょ？



[image: 海月漂流記-日光街道 060]オブジェの傍に右のような地図兼説明書のようなものもありました。

ふむふむ・・・・・・ラスベガスと同緯度なのか・・・去年の夏いったばかりだな・・・ダウンタウン、サイコーーにエキサイトで楽しかった思い出が蘇ります。この道中記終わったら・・たぶん次はベガス紀行を書きます！たぶん・・・ね、あくまでも。







[image: 海月漂流記-日光街道 064]　日の暮れ始めたころ、とても歩きやすい遊歩道に屋根付きの

　休憩スペースを見つけたのでチャンスと思い、

　休憩がてら今夜の宿をそろそろ、

　きめるかな～と地図を開きます。

　雨のためホボここまで地図すら開けなかったのです。

　いくつか事前にリストアップしておいた幸手周辺の宿に電話をかけます。

・・・・・が、どこも会いてるんだけど６０００円とか７０００円とか・・・・

たぶん・・普通のお値段なんでしょうけど

・・・貧乏旅行が身にしみついた性格のため・・・・・・

タケーーーーーーーーーーーーっと思ってしまいます。

事前ネット予約とかならお得な値段もあるんでしょうけど・・・

歩き旅・・・どこまでいけるか天候次第、体力次第。最初になんかきめられんがな～～～



ん～～～～でも悩みます・・・・ドウシタモノカ。

雨はやむ気配はないし、すっかり冷え込んできたし・・・最悪なのはゴアテックス仕様のはずの靴（相当履いた古い靴なんだけど）が・・・・・ビショビショで足がとにかく冷たくて、もう・・・早く湯につかりたい・・そんな気分だったんです。

ごまかしに靴下だけ取り換えて、宿のことを悩みながら雨の中を進みます。







    東武動物公園駅
    今夜の宿のことを、相変わらず悩みながら・・・・トボトボ歩きます。音楽だけが力の源です。

特別なにかが、あるわけでない国道4号線を北上します。

旧杉戸宿（現在の杉戸町）近辺にさしかかったころには周囲は雨なこともあり思いっきり夜です・・・・夕方5時ごろなんですが・・・冬の夜の到来は早いですよね～。

音楽だけが・・・心を明るくしてくれます。

これから1人歩き旅に、チャレンジしようとかいう・・・どちらかというとマゾ的な変わり者の方には、なにはなくとも音楽を持参することを、強くお勧めします！自然のど真ん中とかなら・・・自然の音に耳を澄ますのも、とても良いと思いますが。国道歩き・・・・ほんと退屈になるうえ疲れます。できるだけパワーを与えてくれるような明るい曲のセレクトがお勧めです。疲れた足が癒されます。



国道4号からの分かれ道、３７３号に入りしばらく歩いた杉戸町の辺りで「東武動物公園駅」の道路標識を見かけます。ここから当初予定していた幸手の宿まで・・・まだ６～７ｋｍある様子・・・・・

なんとなく駅に向かいます。駅前に漫画喫茶でもあるかも！？と思い立ったからです。



１７：３０　出発して丁度12時間が経過「東武動物公園駅」の前に到着です。

ここまで64939歩４６．７ｋｍの道のり、なんだかんだで2時間弱は休憩時間を、とっていたと思われるので時速約４．５ｋｍといったところでしょうか。恐らく平均的な速度だと思われます。



駅前に見事に漫画喫茶発見です・・・・が、ひとまず駅に向かい電車賃を見に行きました。





東武動物公園駅＞＞＞＞＞＞浅草　５７０円



・・・・・ん・・・・・・・570円









５７０円！！





帰ろう・・・・

往復考えても・・・・どう考えても・・・・漫画喫茶に泊るより安いじゃん！







    東武動物公園駅＞＞＞自宅
    実は事前に私なりにweb等を駆使して集めた日光街道歩き旅の情報で・・・・どうにも宿の情報が見つからなかったのですが・・・・・・コウイウコトカ・・・と妙に納得です。う～～む暇のアル人に金がナイのはイワズモガナなんですね！きっと私よりツワモノの方はたぶん寝袋持参で野宿なのかもしれませんが・・・私は、ヘタレなんちゃってパッカー、さらにいうと、オバッカーですから。帰ります！

東武電鉄さんアリガトウ、アリガトウ、このお値段！全国の貧乏旅行者を代表してお礼したい気持ちでいっぱいです！てなことで、さっさと電車に乗り込みました。

東武動物公園＞＞＞武里　たったの20分弱でした・・・・・

ん～～～～3時間くらい雨の中、辛かった道のりだったのに20分か・・・・・(ノ◇≦。)

なんだかキツネに化かされているような、もしかしたら・・・これ電車じゃなくて・・・・

宇宙船なんじゃね～～～の？どう考えても・・・・・ワープしたでしょ！？とか

「現代人のスピードと昔の人のスピードの違いを身に染みて感じました。」

椅子下から出てくる、暖かい温風もすご～～～く気持ちよくて爆睡しました

ご迷惑かけた方がいましたら・・・・ゴメンナサイ・・・たぶんイビキも、かいてたかも・・・

<(_ _)>

1時間15分ほどで・・・・・浅草に到着です。12時間の歩き旅が・・1時間15分の復路か・・・

おかしい・・寝てる間に・・やっぱり・・ワープしたな・・・やるな！宇宙船「東武電鉄」

駅に到着して立とうとしたら・・・・足が・・・動かん・・・とにかく重い・・・足が鉛のように重い感覚・・・久々に味わいました。さすがに半日雨の中歩いたのは年齢的というよりは、グータラ主夫には辛かったようです。それでも5分程度、ひきづるように無理やり動かしていたら・・・麻痺したのか、普通に歩けるようになるから肉体の神秘を感じます。

宿代が浮いた分、今夜は豪華な食事！とか電車の中では考えていましたが・・・そんなことより一刻も早く家に帰って風呂につかりたいので「てんや」で天丼と「ミスド」で甘いものを買い込み

サッサと家路を歩きました。

19:30　蔵前＞＞＞＞東武動物公園駅＞＞＞＞蔵前で旅2日目終了です。

　　　　二日目：４８．５ｋｍ　67482歩

　　　　累計　　５６．４ｋｍ　78976歩

帰ってまず風呂を入れ・・・・風呂の中で天丼を食べました・・・・極楽です！

[image: 海月漂流記-日光街道 069]　入念に足のマッサージをしてドーナツをむさぼり食べました。

　足の裏確認です・・なんとかマメはまだできていないようですが、

　なんとなくアヤシイところがアリ気になります。

　明日は都心で５ｃｍ関東南は１０ｃｍの雪の予報が出ているようです。

　雪の中の街道歩き、体験として興味もあるけど不安も大きい、とくに靴！

２２：３０　　　Zzz







    3日目　沈没
    2/2



やっとこさ3日目な訳ですが・・・・



今回は短いです！



はい！寝坊しました。ん～～～早く寝たんだけどね。

さすがに疲れが、でたようです。



起きたら10時半でした・・・



ぐはっ！と思って気がついたらまた寝てました。

ちゃんと起きたのは12時半でした・・・・

やっぱり・・・・自宅の落ち着き・・・・引力強すぎです。いつもの布団気持ちよすぎです。



嫁の出張＝自由な主夫

「にょうぼ元気で留守がイイ♪」（替え歌、フルっ！）な感じなんです・・・



そんなこんなで旅の途中（自宅だけど！）いわゆる沈没です。

少しネットでこの先の道の情報集めをして体を癒すことに専念しました。



風呂には2回入りました。



食事だけ弁当を歩いて買いにいったあと



１９：００からはサッカー日本代表戦をTV観戦

W杯イヤーなのに・・・・盛り上がってきませんね・・・・

昨夜、怪しい！と睨んでいた足のマメもどきが・・・

やはりマメに育ちそうだったので水抜きだけ安全ピンでして

お休みなさいZzz





あくまでも・・・旅の途中の出来事なんです！自宅だけど・・・・



あ・・・ほとんど歩いてないな・・・・でも・・・・途中なのよ～～歩き旅！







    4日目　再スタート
    2/3



4日目　

[image: 海月漂流記-日光街道 072] 　月に再び見送られ今日は歩きます！

　でもいきなり寄り道です。渡る必要のない隅田川を渡り

　東武浅草駅を目指します。

　理由は・・・なんとなく・・・です。





[image: 海月漂流記-日光街道 074.] 
建造中の東京スカイツリーなんかも

ボケっーーーーー

と眺めながら、朝方の川沿いを歩きます。

空気は冷たいですが。朝の散歩は気持ちがいいですね～♪



はっ！・・・・・散歩でなくて・・旅の途中でした！((ﾟmﾟ;)





東武浅草駅から＞＞＞＞＞ワープ＞＞＞して、

東武動物公園駅前に電車（宇宙船）でもどります。

５７０円！です。





[image: 海月漂流記-日光街道 078] 　７：３０　 駅前のコンビニ前で一服したあと

　１００円！表示の自販機を見つけたので

　暖かい缶コーヒーを購入し手を温めました。

　そこから数歩、歩くと、なにやら人だかり・・・



恐らく車に跳ねられたであろう、ネコの亡骸を警察官の方が処理しようと、丁度しているところでした。朝の通勤の方たちも、足を止め見届けている方たちがいました。私も過去に飼っていたネコが自宅の前で跳ねられたことや、海で帰らぬ人となった元同僚、仲間たちなどのことを思い出し、しばし足を止めましたが、心の中でボンボヤージュ！とだけ、つぶやき現場をあとにしました。無論いろんな感情や過去の様々なことを、歩きながら考えましたが・・・・結論はやはりボンボヤージュ！、グレートジャーニー！です。・・・なにそれ？な方も多いとおもいますが・・それが今の私の感想、結論です。説明はしません。







    ４３ｋｍ地点
    [image: 海月漂流記-日光街道 079] 　７：４５

　長い寄り道を経て、日光街道を外れた地点に戻りました。

　本日は、ひとまず「小山」を目指す予定です。

　小山まで３５ｋｍ、宇都宮までは国道4号を真っすぐいけば

　６６ｋｍの地点です。

　この地点までに本日3896歩２．８ｋｍと

　万歩計の数値は出ていました。

　電車に揺られ少し実際の歩行距離より増えている

　可能性は大ですが・・・

　大雑把な性格なので気にしません！

　天候は写真のように快晴、昨夜は都内でも雪がチラつき、

多少の残雪の心配もしていましたが、見渡す限り雪はありませんでした。

ちなみに正確に旧日光街道を辿りたい方は、この道でなく国道３７３号が正解です。なんども言いますが・・私の性格は大雑把で旅もテキトーな旅なんです。気が向いたら旧道・・よくわからんところは4号を歩きました。だって・・・地図・・・でかいのしか持ってないんです＾＾；

昔の旅人もそんなテキトーな奴もいたでしょうし・・・



１００人いれば、歩み方も１００通りです！



[image: 海月漂流記-日光街道 080]

特筆すべきこともなくタンタンと歩みます。

日本橋から４３ｋｍの場所です。

もちろん友はipod、音楽です！

あえて・・・何を聴いていたかは・・・書きません！

ま・・覚えてないんですけどね・・・

好きな音楽であったことだけは確かかな・・・＾＾；





[image: 海月漂流記-日光街道 081] 
8:25

杉戸高野台駅を少しいったところで、気が向いたので、旧道へ東武日光線の線路を通過します。電車で1駅に・・・ほぼ1時間かかってます。都内の駅の間隔との違いを実感します。（寄り道、休憩等が多すぎる気もしますが＾＾；）









    幸手
    [image: 海月漂流記-日光街道 083]

65号をたどり「幸手宿」あたりの1枚です。周辺は、ま～昔の面影も探せば、あるこた～あるけど・・・微妙ってなとこです。でも日光街道を歩いていることを実感させてくれる標識はナイスです！ちなみにこの辺りで休憩した際に書いたメモで「旧道も歩道があり安全に歩きやすくなったが、微妙な傾斜があるため、若干左足に負担を感じる。左の肩が少し重いのもその為か？」などと書いてありました。道路を作る方・・・どうか道は平らに願います・・・・歩き旅、積み重なると・・・疲れが溜まるんですm(__)m理想は土です！ ん～・・・晴れの日に限ってでしょうけどね・・・雨のこと考えたら・・・コンクリか・・

15548歩11.1km



あ・・・ついでになんですが・・・ここで荷物について

基本トレーニングが目的なので特別に必要もないものもリュックに詰め込み６ｋｇ程度のものを今回は担いで道中をずっ～～～と歩きました。本番はもっと重くなるんですが、あくまで今回は様子見トレーニング旅ですのでね・・はい大雑把！





56号を4号線の合流に向け歩いている間に・・・・











[image: 海月漂流記-日光街道 084]

ドラ○もん・・・が・・・・石になってました。





[image: 海月漂流記-日光街道 085] 
ゴルフボールの墓石とか・・・・

イマジネーション豊かな

イイお仕事です！







    行幸橋
    石にされたドラ○もんを観たあと56号線から4号線に再び合流しました。



[image: 海月漂流記-日光街道 086] 　気持ち良さそうな道をみつけたら

　即、寄り道です・・・

　ここが旧日光街道なのか・・・

　どうだかは・・関係なし！です。　

　たぶん桜並木だと思われるので4月頃なら綺麗なんでしょうね～。

　



行幸橋を渡ったあとは、4号の西の旧道をトボトボ歩きます。

[image: 海月漂流記-日光街道 087] 
　日光街道、道しるべの説明看板を見つけました。


　とっても・・・・小さいです。

　昔は・・・周りにな～～～～んもなかったんだろな

　としか考えられません。

　



この道しるべはいいんだけど・・・

そのあと、しばらくおもいっきり迷子になりました[image: 海月漂流記-日光街道 088]

幸手市教育委員会さん・・昔の旅人のこととともに現代の旅人にも解りやすい道しるべ・・なんとかなりませんか～？ま～私の下調べが悪い！と言われればそれまでなんですが＾＾；この周辺・・・さっぱり・・・旧道がどこなのか分かりませんでした！







[image: 海月漂流記-日光街道 090]

　１０：３５ 散々迷子になったあと・・

　というよりも迷子中に調整池？のようなところで

　鴨がきもちよさそーに泳いでいるところで休憩です。

　正面はキューピーマヨネーズの工場のようでした。





20335歩１４．６ｋｍ







    栗橋関所跡
    [image: 海月漂流記-日光街道 091]


お天気もよく昼寝でもするには最高そうなところです。

私もしばらく、ごろーーーーんとして空を見上げ休憩しました。

入念に足のマッサージもしたりします。



[image: 海月漂流記-日光街道 092]





　休憩あとも相変わらず迷子っぽいです。

　絶対・・ここ旧日光街道じゃないだろ！ってな感じの

　「奥の細道」をいきます。

[image: 海月漂流記-日光街道 094]
　





なんとか4号線にもどったあとストリップ劇場を発見です。

さすがに真昼間からは営業していないようでした。ザンネンです。

ここでまた旧道に入り・・たぶん・・旧日光街道らしきところをボケボケ歩きました。ま・・・普通にある田舎道って感じで特にアンテナにひっかかるものはありませんでした。ま～錆ついてますけどね・・私のアンテナも。

[image: 海月漂流記-日光街道 096] 
　１１：４５

　栗橋関所跡で休憩

　25901歩１８．６ｋｍ



　関所＝現代の国境みたいなもんでしょうね。

　自由に世界各地を転々としたい旅人にとってはこの跡地、

　今は面影もありませんが、

　いろいろと想うことがある場所でした。



　



なにを想ったか・・・・　[image: 海月漂流記-日光街道 098]

つまらん話なので自主規制です。



手前は埼玉県、利根川の向こうは茨城県です。







    埼玉県＞＞＞茨城県
    [image: 海月漂流記-日光街道 100] 
　Good-by　SAITAMA

　Hallo！　IBARAKI

　ちょうど昼ごろ県境を通過です

　橋の上の白線が

　旅情を掻き立てます。

[image: 海月漂流記-日光街道 101] 　利根川の端っこには昨夜の雪が残っていました。













よ～～～く見ると打ちっぱなしもあるようです。

気持ちいいんでしょうな～





[image: 海月漂流記-日光街道 104]



踏切脇に歩道橋を見かけたので登ってみたら丁度電車が通過しました。

いいかげん足が痛いんですが・・・見晴らしがよさそうだと登ってしまいます。[image: 海月漂流記-日光街道 106]

[image: 海月漂流記-日光街道 107] 
ここまで全然、昼食がとれる場所が見当たらなかったので東北本線の踏切を渡ったところで飯屋を見つけたので即INします。



１２：４５　30781歩　27.1km



からあげ定食、子うどん付きで700円　ボリューム満点で大満足です。







    古河宿、野木宿
    [image: 海月漂流記-日光街道 108]

１４：１５　古河宿通過！

ん～この周辺は・・・幸手よりは昔風情もあるけど草加よりない・・・

そんな印象でした

てことで通過！

[image: 海月漂流記-日光街道 112]







１５：３０　野木宿

この辺りで書いたと思われるメモに

「あきてきた」・・・・と書いてありました。

３１．６ｋｍ　歩数も書いてません。

字も投げやりです。たぶん・・・相当飽きてたんだとおもわれます。

[image: 海月漂流記-日光街道 113] [image: 海月漂流記-日光街道 117] [image: 海月漂流記-日光街道 118]

 [image: 海月漂流記-日光街道 115] 道中の写真も標識ばかりです・・・











ついに福島とか登場する距離まできたようです。

途中でマックを見かけたもののスタンド併設のためか全面禁煙だったのでスルーしたらコーヒーすら飲む場所がなく・・イライラ歩いてた感じです。

[image: 海月漂流記-日光街道 116]









この辺りでレンガ作りの蔵を見つけてへぇ～～～珍しいなんて思いましたが、疲れてるからテキトーに写真とってスルーです。







    日光街道中間地点
    [image: 海月漂流記-日光街道 120]

祝、日光街道中間地点到達です





１６：４５　ちっちゃくガッツポーズをとりました。

ちょっとだけやる気がでも・・・どっかで休憩したいんじゃ～～～

国道沿い・・・座るとこもないんです！コンビニもね～～～～





１７：００　待望の休憩場所、和菓子屋をみつけて、ようやく休憩です。

禁煙でした・・・・背に腹は代えられません。

お菓子を何個か買い、店内で無料のお茶をがぶ飲みして甘いものでひとまず満足です・・

珍しいカンピョウのお菓子等をいただきました。　



52571歩　３７．８ｋｍ





１７：１０

外に出て一服していると・・・急に風が冷たくなってきました・・嫌な予感です。目標の小山まで、まだ大分距離があるので急いで出発です。



[image: 海月漂流記-日光街道 122] 
　空模様が・・・怪しいです。

　これだけ歩いてきたのに・・・

　浅草ROXにもあるカラオケ店とかみて切なくなります。

　





黙々と歩きます・・・







    小山
    2/3　１７：３０





[image: 海月漂流記-日光街道 123] 
　空が暗くなると共にどんどんと冷え込んできます。

　なんとか雨でも降り出す前に宿に着きたいと思い・・・・・・

　急ぎます。

　名所巡りとか・・・ど～でもいいです。



ひたすら国道4号を北上します。

途中、間々田近辺で安そうなビジネスホテルを見かけて・・・「もう泊っちゃうかな～」なんて考えもしましたが・・・移動を続けました。



なぜなら・・・今日はネットカフェに「初御泊り体験」をするつもりだったからです。いままで酔っ払って公園のベンチで寝ちゃったり、海外旅行の際に小汚い小屋みたいなとことか・・・無人島のハンモックとかには泊ったことがあるわけですが・・・日本のネットカフェ・・たま～～～にいくけど泊ったことはないのです！よくTVとかでは見かけますけどね～。



日本はとにかく宿が高い！特に一人旅だと割高でおかしな国だと思います。ワールドスタンダードでは１室いくらが当たり前なのに・・・お一人いくらって料金・・・まさにココガ変だよ！っな感じです。いままでにも国内を旅しようと思ったことがあったんですが・・・この宿代を考えると・・・他の国いっちゃうんですよね～。



私の若いころにはネットカフェどころか・・・インターネットそのものが・・・なかったですからね＾＾；　

南の島で仕事のFAX送るのに半日がかり・・・とか・・・よくありました



脱線してきたので・・・・もどります。

ネットカフェに向けて４号を・・・黙々と歩きます



３３号線にぶつかったところで日光街道サヨウナラと東へ向かいます。



目当てのネットカフェは事前に出発前に調べておいたわけですが・・・

そこに向かう前に寄り道なんです。







    やすらぎのパラダイス
    [image: 海月漂流記-日光街道 127]　たどりついたパラダイスです！

　寒い中、歩いてきて「ゆ」の看板みただけで感動です！

　歩き旅の途中のゆ「・・・・・・」言葉もないほどです。

　しか～～～もここ看板の通り、いろんな湯がある、

　いわゆるスーパー銭湯なんです。大好きです！

　スーパー銭湯！旅の疲れが・・ほんとにブっ飛びます。

　全ての湯とサウナを堪能です。

　電気風呂だけはビリビリきちゃったから・・

　退散しましたが・・





露天風呂も最高です。なんでも「美人の湯」だそうですので女性の方にもここはオススメです。

「雪とかみて～～な冬だし」とか思って始めた旅ですが、ここの露天風呂につかっているときにパラパラと雪が舞い始めました。日光に辿り着く前に・・・まさかの雪見風呂が体験できました。雪がちらつき始めると７・８人浸かっていた人たちのリアクションも様々でした。私同様、雪を歓迎する人は２，３人・・・・他の方々は・・恐らく車なんでしょうね～・・あわてて湯を出て行ってしまいました。人の減った露天風呂・・・・雪は本格的に降り始め・・・長風呂してしまいました。日光街道の旅・・・もっとも至福の時が楽しめた場所です。



「小山　やすらぎの湯」 要Check！です・・・ほんとにやすらげました。小山サイコーーーの場所です！しかもココ安かったです・・・平日だというのもあるんでしょうが入浴料＋貸しタオル＋食事がついて・・・８８０円



８８０円で飯までついてるんです！！！

ま・・ラーメンとかだろな・・って期待はしてなかったんですが・・何種類か選べたりもするんですね・・

恐るべし・・コストパフォーマンスです。定食を選んでみたら

[image: 海月漂流記-日光街道 126] アジフライ定食

しかも２枚！とか・・・

大満足なんです

基本・・私の道中記はほとんど食べ物の写真がないんですが（撮る前にいつも食べちゃうのよね・・＾＾；）この時は・・・うれしい期待の裏切られ方でおもわずパシャリとしてしまいました。映りがわるいのはフラッシュ忘れたから！

注）価格などは2010年2月のものですよ！







    吹雪の中を
    ちなみにココでやっとこ思いだし歩行距離をチェックしました。

４日目：６１１４１歩　４４．０ｋｍ



１時間半～２時間程度かな～ゆったりと湯と飯を楽しみ今夜のねぐらに向かいます。



[image: 海月漂流記-日光街道 128] 
外はおもいっきり・・吹雪いてました。

でもポカポカですし。足もすっかり軽いです。

湯ざめだけしないようにダウンの上にレインスーツを来てフードで万全の態勢で歩きます。雪だと傘なしでもフードがあれば苦にはならないもんですね～。ま、顔はツメタカッタけど。

[image: 海月漂流記-日光街道 129]



積もり始めた雪に足跡をつけて歩きます。

目的地はもうすぐです。


２１：１５　目的地のネットカフェに到着しました。



４日目　　６４１８１歩　４６．２ｋｍ



　　　　　東武動物公園駅＞＞＞＞＞＞小山某ネットカフェ

４時起き　７：３０　　　　　　　　　　　　２１：１５着です・・・・おそっ！



日光街道　歩き旅　累計　１０２．６ｋｍ　１４３、１５７歩　　



ん・・・すでに１００ｋｍ超えてます





日光街道・[image: 海月漂流記-日光街道 130]・１４０～１５０ｋｍくらいのハズなんだが・・・

ま～～いいか・・・大雑把だし・・寄り道・・・おおいな＾＾；

てことで4日目ここまで！







    初のネカフェお泊り体験①
    2/3　２１：１５～の話



「小山やすらぎの湯」を後にして雪の中を歩き辿り着いた今夜のねぐら。

待望のネットカフェ初御泊りです。

泊ったのは　こちらの「快活ＣＬＵＢ」 の５０号小山店

[image: 海月漂流記-日光街道 132]料金詳細や施設等をＣｈｅcｋ！　したい方は直接ＨＰで確認してくださいね。随分各地に店舗があるぽいです。貧乏旅行の心強い味方！です。

私の泊った５０号小山店は、やすらぎの湯から２ｋｍ前後、徒歩２０～３０分程度だったかな～？ま・・・あんまり覚えてませんが遠くはなかったです。この「やすらぎの湯」＞＞＞「快活ＣＬＵＢ５０号小山店」のコンボ、これから日光街道、歩いてみようって方で・・・お安く！っな方にはオススメルートです。

では体験記をさっそく

最初にまず会員カードなるものを作ります。１度つくればチェーンどこでも使えるとのことです。

余計な出費になりますがそれを考えてもナイトパックとか安いので寝るだけならお得感があります。

ソフトドリンク飲み放題！ネットで旅の情報も集められる・・と旅人には、ありがたいことです。

きっと外国人貧乏パッカーから見たら、ここはパラダイスに映るのではないかと思われます。

外国人パッカーにも会員証を発行するのかどうかは未確認ですが＾＾；

ネットカフェ世界に数あれど、そのグレードの高さ快適さは日本！ヨっ世界一！って思います。

世界に誇れる現代日本文化の１つに勝手に認定です。

こちらの店舗、席もいろんな種類がありますが、基本「寝」にきた私はフルフラットシートを選びました。タバコも吸えるし、なにより靴を脱げるのが歩き旅にはうれしいです。無料ドリンクをガバガバ飲みながら明日目指す予定の宇都宮までの情報をネットで漁ります。大体満足いく下調べができたので・・いざ就寝です。

が・・・寝れません！

理由は選んだ席がドリンクバーのすぐそばで時間もまだ２３時ごろだったこともあるんでしょうが、うるさいんです！だれかがドリンク取りに来るたびにガっーーーっーーーとか音が響きます。さらに靴音が横になってると響くんです。＋照明も結構明るいのもあって、こりゃダメだと席のチェンジをお願いに行きました。（以外に図太く生きてきたつもりだったのに細かいことが気になる自分に驚きです。都会の中で寝るのってメンドクサイね。）

席替えを希望したところ店員の方は快くokしてくれました。イイお店です。が、喫煙席＋フラットはどこもうるさそうなところに集中していました。喫煙者・・・に世間の風は冷たい世の中です。しかたがないので・・・静かそうな場所にある禁煙の席に移動しました。起きたらまた喫煙席に移動すりゃいいんです！店員さん面倒な客でゴメンネ。



で・・就寝です







    初のネカフェお泊り体験②
    





が・・・寝れません！







はい、今度の理由は隣の客のイビキ。「ぐぉ～～～おお～～～～お～～～」、

「ぐがぁ～～～～っ」凄すぎます。

NONSTOPなんです。

正面の席からはひたすらキーボードを叩きまくる音「カチャカチャ」が延々つづきます。



ネットカフェに静寂を求めてはいけないことを学習しました！



で私なりに、これからネットカフェに初めて泊る方へのお勧めですが

耳栓！必需品です・・・

私はもってなかったのでipod聴きながらイヤホンを耳に突っ込みました。

さらにアイマスク！

店内は基本寝る場所ではないので明るいです。暗くないと寝れない～って方は持参するといいと思います。私は荷物を重くする為に寝袋を持参していたので被って寝ました。



耳栓＋アイマスクだけあれば室温は快適＋シートもクッションタイプですので快適に睡眠がとれると思います。

がさばるものでもないですからカバンに忍ばせておくにはお勧めのアイテムです。

貴重品は貴重品ロッカーとかもありますし。こちらのお店は男性/女性も分かれてます。



主夫/主婦のプチ家出とかにも・・・いいかもね！

あ・・若い人は深夜年齢制限あるから・・・NGだよ～～。





Zzzz







    5日目
    旅5日目　スタートです。

2010年　2/4の出来事です。



８：３０　起床！　

悪戦苦闘しながらも・・・なんとか寝れました。昔、ロタ島でハリケーンの直撃を受け振動でベットが小刻みに震える中でも熟睡できたのに・・・ネットカフェ苦戦しました。ロタのハリケーンは朝、起きたらお気に入りのシーサイドのバーが波に飲まれ、ガスコンビナートが半壊、その日から給油制限、インフラも半壊、どでかいコンテナが空を舞うようなすさまじいものだったんですが・・・（日本でも報道されたな～たしか）

ネットカフェ・・・なかなか厳しかったです。いつになるか分かりませんが・・・・・・たぶんその体験記もかくかもね・・・・・・・2，3年後くらいに・・(￣▽+￣*)



さて、いきなり脱線したのでもどります。

起床後ひとまず席のチェンジをお願いしました・・・理由はタバコ吸いたいんじゃ～～～！

我ながらメンドクサイ客です。m(__)m　

昨夜の店員さんとは当然のように違う方でしたが、快く了解していただけました。「快活CLUB」イイお店です！とっても格安のサービスモーニングを頼んで、ドリンクもガバ飲みです。

起きてればやはり・・ここはパラダイスかもしれません。ネットサーフとかボケボケしてたら10時半です。

居心地よすぎて旅してること忘れそうです。さすがに・・・自分でもアホかと・・・思いだし・・・



１１：００　旅再開です！o(^▽^)o

[image: 海月漂流記-日光街道 133] 
　昨夜の雪はご覧のように残っていましたが快晴！

　予定では50号265号4号とたどり

　小山小金井自治医大石橋雀宮宇都宮までいくつもりです。

　大体３５～６ｋｍ程度の行程を予定しました。







15分ほど歩くとデカイスポーツ＆アウトドア用品店を見かけたので・・・フラフラと寄り道です。

すでに昼近く・・・歩きはじめたばかり・・・ですが＾＾；

誘惑に勝てないんです！どこまでいけるかな～？(●｀●)ゞ　



予定はあっても、つねに未定！







    万歩計とLEDライト
    



あれもイイな・・これも欲しいな・・といろいろ物色しますが・・・

財布の中は淋しいので・・・ [image: 海月漂流記-DSCN0727] 
写真右の青いモノを６８０円で購入しました。小さいけどLEDライトです。見た目は小さいけどLED明るいんです。



ちなみに左は万歩計です。

このブログの歩数、距離はコイツを基にしています。本当は歩幅とかは各々個人差があるのでちゃんと設定しなければ正確な距離はでないんですが・・・もちろん！初期設定のままです・・説明書読むのメンドウだし・・大雑把な性格だからイインデス！(▽ )ﾂヾ( ｀▽)ゞ



万歩計ちょっとケチってバックライトのないタイプ買ったら・・・夜、全然距離ワカンネだったのでライトを買ったんですが・・・後で大活躍しました。







[image: 海月漂流記-日光街道 134]

　お得な買い物でご機嫌状態で雪の階段も転ばずに進みます。

　登らなくていい階段も登るんです！













[image: 海月漂流記-日光街道 135]

神社とかは見かけても写真だけとってスルーです。

[image: 海月漂流記-日光街道 136]








小山で明治天皇由来の建物なんかもありましたが・・・興味が湧きません。

でも写真だけはとりあえず撮るところがイイカゲンです。









    食えるときに食う
    


[image: 海月漂流記-日光街道 138]

　天然温泉スーパーホテル（朝食無料）の看板には興味が惹かれますが

　真昼間なのでスルーです











[image: 海月漂流記-日光街道 141]

象は嫁さんが、とにかく大好きなので足を止めて撮影です！

余談ですが・・・ゲゲゲの女房ならぬクラゲの女房は

とにかく妖怪も好きですが象とヨーダに異常に反応を示します。













[image: 海月漂流記-日光街道 145]　１３：１０　

　ラーメン屋を見かけたので昼食にしました。

　昨日の反省で見かけたときに食べておかないと・・・

　歩き旅、なかなか食事にありつけないことを学んだからです！









このお店、お味もおいしかったんですが店員さんが女性ばかりでした。丁度昼時なこともあり・・みなさんテンパッテ、くるくるしてるのが印象的でした。微笑ましい光景に随分待たされたのですが・・皆さん愛嬌があり、個人的にはよい休憩時間を過ごすことができました。

ホノボノできるお店です。





15462歩　１１．１ｋｍ







    小金井一里塚
    [image: 海月漂流記-日光街道 146] 
１３：１０　ゆったりと食事休憩をとったあと再開です。

　　　　　　

ちなみに、この辺りで「はっ！ここは栃木県」であることに気がつきました。

全然、茨城県と栃木県の境がどこにあったのか・・・わかりませんでしたが、

小山は既に栃木県だったのね＾＾；　両県の方まことに申し訳ないんですが、

さっぱり違いが・・・わかりません！

でも気がつかないくらいの境界線って今の国境だらけの世の中よりイイですよね～（‐＾▽＾‐）

グローバリゼーションを感じます！



[image: 海月漂流記-日光街道 148] 
１４：３０　小金井一里塚

ここまでにも一里塚の跡地は、いくつか観てきたのですが、記念碑があるだけの場所ばかりで・・・さっぱりどんなものだったのか解らなかったのですが・・・ここでハッキリわかりました！





[image: 海月漂流記-日光街道 150] 
木の下のモッコリしたモノが塚なわけですね。

なるほど！これくらい大きなものなら立派に目印として

役に立っていたのが、うなずけます。

たぶん昔は周囲に田んぼ以外な～～～んも

なかったでしょうからね～。

これは歴史を学ぶ方にとっても貴重だと思います！

ぜひ保護がんばってください！

[image: 海月漂流記-日光街道 154] [image: 海月漂流記-日光街道 156] [image: 海月漂流記-日光街道 157]

その後は特になにもなく・・・機械的に１ｋｍ進む度にカメラを標識にむけ

なんだか・・・調査員のような気分になってきます。







    ジャンジャン、バンバン、ドンドン
    [image: 海月漂流記-日光街道 159] 
　「黒豚とんかつ合掌」どんなトンカツなんでしょうね・・・

　お店もつぶれた寺でも買い取ったのか・・・

　それともお寺が経営しているのか気になるとこです。

　お腹は減っていなかったのでスルーしてしまいましたが・・・　

　(￣Д￣；；　　気になる！

[image: 海月漂流記-日光街道 161]



そのあとも・・・特になにもないので・・標識ばっかり写真を撮っていた模様です・・

道中付けいていたメモにもな～～～んも書いてありません！

でも「たいくつ！」とかも書いていないので多分音楽聴いてご機嫌で歩いてたんだとおもわれます。ちなみに私はこの日、ひたすら4号線を北上しました。

正しい旧日光街道かどうか・・・もうどうでもよくなった為です。

その当時の人はそこが街道であったから歩いていたわけで、それなら現代の旅人の私は今の道を通ろう！などと考えたからです。ですのでほとんど旧名所なんてとこは見かけてません！



[image: 海月漂流記-日光街道 163]

　でも代わりに、こんなものを見かけます。

　JR宇都宮線、石橋駅「グリム時計台」だそうです。

　近所に「グリムの森」があるそうです。(･･;)　

　ココハドコ　(＠Д＠；　って感じです。

　駅前でコーヒーでも飲もうかと、喫茶店を見渡しましたが

　見つけられませんでした。のどかな駅前でした。





　16:30 これからの冷え込みに備えてマックで休憩

　30419歩　２１．９ｋｍ

　なんとか宇都宮までは今日中にたどりつけそうです。



　

[image: 海月漂流記-日光街道 164]





　再び歩き始め・・

　さぁ！あなたなら三店のどれを選びますか？！

　イイネーミングセンスに脱帽









    宇都宮へ
    2/4　夕方からの出来事

[image: 海月漂流記-日光街道 165] 　こんな謎の蕎麦屋さんを見かけました。

　ザンネンながら潰れてしまっている様子です。

　スゲーーー個性的で個人的にはこういう、お店大好きなだけに、

　残念このうえないです。

　このまま遺跡として後世に語り継がれるオブジェになることを望みます！

[image: 海月漂流記-日光街道 167]




すっかり日も暮れ寒さも増してきた頃、

ようやく宇都宮市に突入です。

宇都宮市大きいです・・・ここから駅までが・・・歩きだと遠いんです。

[image: 海月漂流記-日光街道 168]

　

　私自身の歩数計による日本橋からの距離はこの時点で

　とっくのとうに１００ｋｍを超えているわけですが・・・

　日本橋から１００ｋｍの標識に到達です。

　ちょっとだけ遠くまで歩いてきた気分に浸りました。

　ひとまず宇都宮に入ったところで宿をそろそろ決めようかな～などと考えだします。

イイタイミングでネットカフェを見つけたので１９：１０宿探しをすることにしました。前日同様、今夜もネットカフェでもいいかな～などとも考えたんですが・・いかんせんココのネカフェの部屋は狭くて寝れそうになかったため、素直にホテルを探しました。2部屋借りてアコーディオン形式の仕切りを外せば寝れそうでしたが・・・2部屋分払うなら・・カプセルのがいいじゃん！って判断です。宇都宮は大きい都市だけに泊るところには困りそうにありません。価格の安いもの（大体４０００円～）をテキトーにいくつかピックアップして２０：３０ごろ移動開始です。

[image: 海月漂流記-日光街道 174]　途中で「スーパー銭湯、宇都宮の湯」 を見つけたので迷わず突撃です。

　入浴料５５０円貸しタオル230円食事別とコストパフォーマンスは

　小山に負けますが、　歩き旅の人間にはスーパー銭湯、天国です。

　中は小山の銭湯とそっくりだったので・・・フロントの方にチェーン店？って聞いてみましたが、違うそうです。しかし明らかにココを作った業者の方は同じだと思われます。相変わらず電気風呂だけは苦手なので敬遠しましたが、ゆったりとお風呂を堪能しました。入浴したせいか・・腹がペコペコになってしまったため夕食も済ませます。宇都宮にきたら・・ギョウザ！を食べようと当初は思っていたわけですが、なぜかネギトロ丼とか食べたみたいです・・・理由・・・よく覚えてませんが・・食べたかったから・・・でしょうねぇ～。

ちなみにココまで48347歩３４．８ｋｍです。

お腹もへるわな～２２：３０頃までのんびりして、ホテルへ向かいます。







    モアイと餃子
    [image: 海月漂流記-日光街道 175] なぜか宇都宮にモアイがいました・・・

２３：３０　ようやく目星をつけていた1件目のホテルに到着です。

下調べでは５０００円以下だったんですが・・・７０００円のお値段

もちろん交渉します。

最終的に朝食バイキング付き５５００円が出たので・・

正直たかいな～とも思ったんですが。疲れちゃっててもういいや・・・

って感じで決めてしまいました。入浴後だからカプセルでも十分だったんですけどね・・・ま～ヘタレなので(^▽^;)　最近の国内の宿は事前ネット予約が一番やすいぽいですね。直接いくのはおバカさんであることを学習するも・・このシステム虚しい！(｀)

ちなみに・・このホテル部屋は満足いくものだったんですが・・・それほどお勧めって訳ではないので名前は伏せます。でもフロントのおね～さんはイイ接客で気持ちよかったです。



部屋に荷物を置くと・・・不思議と体力が回復してくるもので・・・ギョーザ、ギョーザが食べたい！ってことでフロントでこの時間でもやっているお店を聞き外出です。



ちなみに私は宇都宮にくるの初めてなんです。

記念すべき第1号店は「イキイキギョーザ本館」

深夜型の店のようです・・なんでも４００種類のギョーザがあるとか・・・いきなりビックリです。

ここで麺もギョウザの皮という・・水餃子と、10種類全部違う種類の具の焼き餃子のセットをいただきました。



感想は・・・・



オバチャン、ウーロンハイ濃すぎるよ！(@_@)

深夜型の店だけに・・・無茶苦茶、濃いウーロンハイでした・・・

私は・・・下戸ではないけれども・・・基本お酒は弱いんです！

疲れもあって酔いも早かったのもあるでしょうがギョーザの味より・・・ウーロンハイの濃さだけが印象に残りました。

お腹も一杯、ギョーザも堪能でほろ酔い気分でホテルにもどり、旅5日目、日付をまたいでの終了です。



5日目　55963歩　４０．２ｋｍ　小山＞＞＞宇都宮

累計　１９９１２０歩　１４２．８ｋｍ

ん・・・日光まで１４０ｋｍちょい・・・のはずなんだけど・・・ココハ宇都宮？！

(●｀●)ゞ







    宇都宮観光
    2/5



起床９：３０　１０：００チェックアウトのホテルなのでドタバタで出発です。

朝のバイキング食べ損ないですが・・・餃子食べ歩きもしたかったので・・ま～い～かってな感じで10時出発です。フロントで宇都宮のブックレットをいくつかゲットしました。

[image: 海月漂流記-DSCN0753] [image: 海月漂流記-DSCN0759] 

左はこの日大活躍した宇都宮餃子MAP・・・さすが餃子王国です。

右はJAZZ　MAP　宇都宮って、全然しらなかったんですが・・・「JAZZの町」だそうです。後日ジャズ好きな方、何名かに聞いてみましたが常識らしいです。知りませんでした・・・

この他にもいくつかゲットしたパンフの中に「街歩きGUIDE」があったのでひとまずブラブラ街歩きをしました。歩き旅の途中なので歩ける範囲だけで他はスルーです。JR宇都宮駅の東に宿泊していたのでまずは駅を目指し西側へ向かいました。駅東口はなんだかLRT とやらの路面電車？などの計画が進行中のようでしたので完成したらまた賑わいがでてくるのかもしれませんね～。宇都宮市内も路上禁煙の場所が多いようなので駅前の喫煙所で一服しながら行き交う人々を眺めます。印象はホストっぽいおにいちゃんが多いな～って感じたのとギター担いだミュージシャンも多いねって感じでした。







    餃子像
    




[image: 海月漂流記-日光街道 176]

　ひとまず・・なんじゃ？コリャ！な餃子像を

　駅前でチラ見して案内MAPを頼りに

　西口をプラプラしてみました。











[image: 海月漂流記-日光街道 177]

これも名所らしいんだけど・・・目の前でMAP確認して「えっ！」て感じがしたのでスルーしました・・・「旧篠原家住宅」明治28年に建てられたとか、国の文化財に指定されているらしいけど・・・特に惹かれるものは感じなかったです。







東武宇都宮の駅のほうまでブラブラして餃子です！この日最初に入ったのは「味一番 」はい！名前に惹かれました。こちらで焼き餃子と揚げ餃子を1皿づついただきました。両方とも5個で各２００円！食べ歩きするには、うれしい価格です。お味も「とってもおいしかったです」





[image: 海月漂流記-日光街道 179] 
ひとまずお腹も膨れたので二嵐山神社を見学しました。

階段をよいこらせっと登り高いところから宇都宮市を眺めます。さすがは５０万の都市ですね都会です。特に眺めがいいわけでもなかったので境内も散策してみました。







    ポップコーン自販機
    [image: 海月漂流記-日光街道 183]

境内でもっとも気になったのはコレ！

ポップコーン自販機です。



[image: 海月漂流記-日光街道 184]しかも・・・イロイロあるようでした・・・餃子像とか「！？」なものが宇都宮多いです。





　この後、久々にエスプレッソが飲みたくなったので

　タリーズでこの時気がついたのですが・・・

　宇都宮の女性、やたらと脚の綺麗な方が多いです！

　私は脚フェチなのですが・・・餃子食べると脚キレイニなるのか？

　ってくらい・・・ビビビとくる方が多かったです。

　全国の脚フェチの方必見の都市だと思います！

餃子もおいしいし物価も安そう、町も耳を澄ませばＪＡＺZが聞こえてくる町、そして脚のキレイな女性が多い、オレここに住もうかな？なんてことをボンヤリ考えました。宇都宮イイところです。



ここまで１９４６３歩　１４ｋｍ　街歩きとしてはかなりウロウロしてます。

餃子ＭＡＰを頼りにひとまず人気店でもいってみるか～と思い、またブラブラしました・・・がこのオフィシャルガイド情報古い！よく見れば２００９年４月版だからなんでしょが・・・行ってみたら移転してる・・とか駅前のパセオはビル改装中とかで翻弄させられました。ま～おかげでブラブラできたんですけどね・・・。

[image: 海月漂流記-日光街道 190] 
　市内をウロウロしたあと、なんでも有名店らしい

　「みんみん 」に寄ってみました。

　こちらでヤキとスイを注文。各６個で２４０円

　リーズナブルなお値段です。味も「とってもおいしかったです」

平日昼間だというのに店内は大賑わいでした。たしかに人気店のようです。

ここまで昨夜から餃子４０個です。他は食べてないんですが・・満腹なので再度、街をウロウロしました・・他にも気になる餃子やさんをたくさん見かけたのですがお腹的にムリです。食べ歩きってケッコーキビシーな、なんて感じました。

もう１軒くらい周ろうかな～などと考えながらも街歩きも飽きてきたのでドトールでエスプレッソ一服ボケーーーとしている間に「あ、今日サッカー代表戦」があることを思い出しました。

あと１日歩けば旅の目的地、日光東照宮到着なわけなんですが・・・

今日は浅草に帰るんです！暇な主夫にもそれなりに予定があるんです！







    宇都宮＞＞＞浅草
    


[image: 海月漂流記-日光街道 192]　東武宇都宮駅で電車の時間を確認してみると・・

　３０分に１本くらいしか電車がありません・・・

　たぶんＪＲなら本数がおおいんでしょうけど・・・

　お値段考えたら東武です！

　







１０分くらい待てば電車がくる時刻だったので「餃子は、ままた今度食べよう・・」とさっさと電車に乗り込みました。浅草まで１１６０円です。１５：１９発の列車で新栃木まで４０分程度、ここで乗り換え浅草まで一直線です。







[image: 海月漂流記-日光街道 195]




１７：３５　定刻で浅草に到着です。歩けば丸三日はかかる距離が電車だと２時間弱なことに軽いショックを覚えるとともに、現代のスピードとそれに伴う世界の広がり、そして見失いがちな足元のことなどを車内で考えた電車旅でした。現代は人類が宇宙に飛び立つ時代です。昔の人は想像もつかないことだったろうな～なんてことも考えました。

浅草到着後、駅前のエクセリシオールでエスプレッソ。餃子三昧の１日のハズが気がつけばタリーズ、ドトール、エクセルシオールでエスプレッソ三昧の１日となってしまいました。ちなみに私はスタバにはいきません禁煙だからですね。



この日の歩行距離：２１７２６歩　１５．６ｋｍの宇都宮、歩き観光でした。

次回は数日の予定を消化したあと、

いよいよ宇都宮から日光東照宮の今回の旅のゴールを目指します。







    靴
    いよいよ日光街道の歩き旅も大詰め



宇都宮＞＞＞＞＞＞日光東照宮へと向かうわけですが、しばらく日にちが空いています



ま～暇人とはいえそれなりに事情、都合もあったわけですが、自分の中では旅の途中の寄り道なんです。

その寄り道の中で・・・靴を購入しました。



[image: 海月漂流記-日光街道 202]何店舗か見回ったあと御徒町のOD－BOX さんで店員に相談に乗ってもらい選びました。こちらの店舗、アウトドアを専門に扱っているだけに店員さんの知識も詳しいですし、なによりアウトドアを模した丸太や砂利などの坂道を靴を試着して歩いて試せるのが魅力です。事前にネットなどで2，3種類に目星は付けていたのですが、やはり実際に履いて、試してみるのは靴選びには重要だと思いました。ま～通常のスニーカーとかならいいんですが、夏のスペイン８００ｋｍオーバーの歩き旅の為のチョイスなので慎重に選びました。当初はローカットモデルを考えていたんですが・・・ミドルカットを履いてみたら・・安定感が違うものですね～。でも残念ながら希望のサイズが在庫に無かったため・・・ABCで買ってしまいました。OD-BOXさんごめんよ～～～m(__)m　帰りにぶらりと・・覗いたらサイズあったんだもん＾＾；我慢できんのよね・・・でも店員さんの知識は断トツ専門店です！




[image: 海月漂流記-DSCN0766] 
ちなみに此処までの旅で履いていた靴です。見た目は汚いだけに見えて、まだ履けんじゃね？って感じなんですが、ゴアテックスとはいえ最近は水が染みいってくることが増えました・・・が何より

[image: 海月漂流記-DSCN0767]




擦り減りが半端ないです・・・歩き方に難がアルような気もしますが、寿命ですね・・これまで御苦労さまでした。

ちなみに新・旧どちらの靴もMERRELL です。好きなんです。

歩き旅にはお勧めですよ！



そんなこんなで新しい靴を履きならす為、数日都内をブラブラ用事を済ませるべく歩いていました。







    日光へ
    2/10　の出来事です。



いよいよ旅の目的地、日光東照宮を目指します



気合い十分に朝4時起床です。

浅草から東武で宇都宮に、ひとまず戻るのですが。朝からヤラカシマシタ。

事前に本数が少ないので時刻表はチェック済みだったのですが・・・

それが仇となったのかタッチの差で1本乗り過ごし

30分近く駅でボケーーーとすることになりました。

気合いの空回りですね。



[image: 海月漂流記-日光街道 209] 　５：５９発　新栃木行きは・・・ガラガラでした。

　８：２６に宇都宮行きに乗り換え9時過ぎにスタート地点に辿り着きます。

　停車駅で「おもちゃのまち駅 」というところがありました。

　なんだか分かりませんが楽しそうな町ですね・・・

　機会があれば訪れてみたいものです。




本日のスタート地点、東武宇都宮駅前です。[image: 海月漂流記-日光街道 210]

まだ雨こそ降り出していませんが・・・いや～な空です

ちなみに本日のルートは119号線をひたすら北西方面に辿ります。




　

[image: 海月漂流記-日光街道 213]

　10:10頃　早くも霧雨がチラつき始めました。

　10:45　ローソンにて休憩、ひとまず朝飯をどこかで食べたいな～

　なんて考えていたんですが・・ほとんど店らしい店が見当たりませんでした。

　ファミレスはたしかにあったんですが・・

　ここまで来てファミレスもな～～～なんて思ってたら、

　結局、食いはぐれ、コンビニ前でオニギリを頂きました。





15635歩　11.21km　新しい靴のおかげか軽快なペースです。







    けやき二本
    [image: 海月漂流記-日光街道 218] 
道中、右写真のようなモノを何箇所かで見かけましたが・・・

これ一体何なんでしょうね？

知っている方がいたら是非教えてください！



[image: 海月漂流記-日光街道 221] 　



　智賀都神社というところで

　立派な木を見かけたので寄り道してみました。

[image: 海月漂流記-日光街道 222]









説明書きが丁寧にあったので「けやき」であることが判明しました。

(￣▽+￣*)　

樹齢約７００年・・・長生きですね。いくら平均寿命が延びたとはいえ人間の生涯など短いものです。私はエコな人間でもないし、政治、宗教、国家なんてものにはできれば関わりたくない！と思いつつもいろんなモノに巻き込まれ生活を送っている訳ですが・・・とかく「人」中心の世の中の考え方に、こういう木と出合うと疑問を抱かずにはいられなくなります。じゃ～～どうすりゃいいのよ！？っていわれても・・「あるがまま」なテキトーオヤジなんですがね(*⌒⌒*)





　

[image: 日光街道　歩き旅　（１９）　最終日　その１]　

　境内に向かう途中の木も「2本のけやき」には負けますが、

　なかなかのものでした。

　





ちなみに、この先しばらく進むと119号線は別名「日光杉並木街道」

と呼ばれる道になります。

花粉症の方は、くれぐれも歩く季節にお気をつけください。ヽ(*'0'*)ﾂ







    薪ストーブ
    







[image: 海月漂流記-日光街道 231]


途中でちょいと珍しい薪ストーブ専門店を見かけました。

薪ストーブのある家とかに住んでみたいもんですね～















[image: 海月漂流記-DSCN0778]




数年前に訪れた♪インドの山奥で～～♪の1枚です・・・

ただのストーブつながりです。

そのうちインド道中記も書くかもしれません・・・

インドって熱いイメージばかりだけど大きな国だから雪のあるところもあるんです。



脱線でした・・・







    霧雨
    2/10　11:00頃～の出来事





[image: 海月漂流記-日光街道 234]

　トコトコ霧雨の中、歩いていると一里塚を見つけました。

　それほど近づかなくても見わけがつくことに

　チョッピリ得意げな気分です。











[image: 海月漂流記-日光街道 235]

この辺りの並木は桜とのことなので、春歩くなら、いい雰囲気だと思います。

冬は・・・ご覧の通り。

でも緑も多く歩道も車道と離れているので歩きやすいです。











[image: 海月漂流記-日光街道 236]



　少し霧雨も止んだところで荷物を下ろし休憩しました。





　







１２：３５　27406歩　19,7km







    リンゴ畑
    [image: 海月漂流記-日光街道 237] 
周囲はリンゴ畑でした。とっくに収穫の時期は終わっていたわけですが、

リンゴ畑を見て思いだした光景がありました・・・









はい脱線しますよ！












[image: 海月漂流記-DSCN0779]　この男・・インド人で、いわゆるイスラエリ村でゲストハウスや宝石店を

　経営してるヤサオトコな訳ですが・・

　歳が近いことと、カースト制の残るインド社会、外国人とはいえ

　私も過去、店を経営していたことで何故か気に入られ、

　ほぼ毎日滞在中つるんでた奴なんですが・・・ある日











[image: 海月漂流記-DSCN0782]来年の為とかいって・・・なぜか「スパナ」で

リンゴ畑の枝の手入れを手伝わされた記憶が・・・フラッシュバックのように蘇りました。なぜ！？スパナなのか・・・インドだからとしか言いようがないですね・・

なぜかこの周辺を歩いているときにやたらインドにいたときのことが蘇りました・・・

インドっぽいのかな？この辺り？

ま～牛も誰もいないような場所はあんまりないけどね！インド



ささ・・

日光への道へ戻りましょう・・・







    日光にっこり
    [image: 海月漂流記-日光街道 239] 　日光に話をもどし・・歩きます。

　やっとこさ日光市に突入！昼もだいぶ過ぎ、

　朝からおにぎり1個しか食べていないので、

　腹ペコで飯屋を探していたんですが・・・

　道中、美容室、床屋だらけで・・・食いもの屋がさっぱりありません

　床屋の隣に床屋とかはあったんですが・・・

[image: 海月漂流記-日光街道 240]


ついに見つけたソバ屋！この辺りは水もおいしいとのことで、ハッピーな気分だったんですが・・・・近づいたら「臨時休業」の看板・・・ウガァ～人間やっぱりお腹減ってるとイライラして怒りっぽくなることを学習です！

石投げつけようかと・・チラっと考えました。もちろん！考えただけですよ！チラッと

オフシーズン飯屋はあってもクローズが多くて弱りました。

[image: 海月漂流記-日光街道 245] 
　１３：４０

　食いそびれると・・・なおさらソバが食べたくなる訳ですが・・・

　次に見かけたのは・・・手打ちラーメン・・・ま・・似たようなモノなので飛び込みます！

[image: 海月漂流記-日光街道 242] 
　ソバとは似ても似つかないモノを頼みました。

　珍しいもの見つけると・・・頼んじゃうのよね＾＾；


「日光にっこり、とまとラーメン」

イイネーミングです

お味はサッパリしてて昔、喫茶店で一時流行したスープパスタ食べてる感じでした。

「とってもおいしかったですよ！」



　[image: 海月漂流記-日光街道 243]

　お値段８３５円は・・・ちと高い気もしたけどね！

　







31199歩　22.4km







    日光杉並木街道
    2/10　昼食後～の出来事



[image: 海月漂流記-日光街道 247]



[image: 海月漂流記-日光街道 248]











本格的な日光杉並木街道に入ります・・・

私は全然大丈夫な人なんですが花粉症の方は十分に季節をご考慮の上、

訪れることを強くお勧めします。







　

[image: 海月漂流記-日光街道 249]

　ちょっと道を外れれば直ぐに住宅街なんですが・・・

　やっぱりこの辺りにお住まいの方も

　花粉症の方はいないんでしょうかね～？







[image: 海月漂流記-日光街道 258]

浅草からこの辺りまで、なかなか自然の中って感じのところが

無かったので森林浴を楽しみながら歩きます。









　

[image: 海月漂流記-日光街道 254]

　ゆったり、のんびり歩いてると雨がチラつき出します。

　なおさらマイナスイオンが増幅されてく感じで気分はいいけど・・・・

　ちょっと体は寒くなったのでスピードUPです。







    いまいちの水
    [image: 海月漂流記-日光街道 259]

日光市街まであと３ｋｍ！



日光の社寺まで１１ｋｍ



ゴールが見えて来た気がしてテンションUPです。





途中で見かけた「マクドナルド2分先」とかの看板は・・あくまで車で2分のことのようで・・・歩きだと30分かかります！歩く方は騙されないようにご注意ください！



　

[image: 海月漂流記-日光街道 263]

　追分地蔵とやらをすぎると、すぐに今市の町に入ります。

　駅前アーケードなどもあり、プチ栄えた町といった感じでした。

　その町の途中に右下の写真のような場所がありました・・・

　







[image: 海月漂流記-日光街道 266]



「おいしい、いまいちの水」　ん～～～

悩んだけど・・・飲みませんでした！

ま～寒くて冷たい水を飲む気分じゃなかったからなんですけど・・・

皆さんなら・・・飲む？

いまいちのおいしい水



　



　

[image: 海月漂流記-日光街道 269]

　今市の外れのほうに、お土産や兼休憩所を見かけたので

　タバコ休憩です。屋根もあって、大変ありがたいです。

　なにやら電光掲示板に・・・

　文字が







    かざぐるま
    [image: 海月漂流記-日光街道 267] 
この先「キリ」走行注意・・・ですか

だんだん暗くなりそうだし・・・

歩く人・・・・車怖いですね・・・

[image: 海月漂流記-日光街道 271]





　ちょいと珍しい感じの神社がありました。

　かざぐるまといえば・・・・弥七をすぐ思い浮かべてしまうのは、

　年齢かな？

[image: 海月漂流記-日光街道 272] 
　夜中1人ここにいて・・・

　急に風車が回り始めたら・・・・・・・



　











ちょっと怖い気もしますね。



　～～～～(m-_-)m

　　　　　　　　　　m(-_-m)～



　　　　　　

[image: 海月漂流記-日光街道 274]

上今市の周辺で是非歩いてみたいと思っていた古民家や水車があるという

「杉並木公園 」矢印看板を見つけてワクワクしながら行ってみたら・・・

出口でした・・引き返そうか・・とも考えましたがボチボチく暗くなりそうなので

後ろ髪をひかれる思いでしたが・・1枚パシャリとだけして・・・・

先に進みました・・・

ん～～いまネットで検索してみたけど・・・やはり歩きたかったな・・・ここは、逃した魚はなんとやら・・・です。



この旅最大の「ポカ」と言えることをやらかした気分です







    夜霧
    2/10 霧の夕方～の出来事


[image: 海月漂流記-日光街道 275]　

　

　レストア中なのか？・・・

　とってもレトロな車を潰れたスタンドで見かけつつ歩きます。

[image: 海月漂流記-日光街道 276]







なんて・・・のんびり歩いてたら・・・あっという間に周囲はご覧の通り真っ暗に、

ダウンの上にレインスーツ傘なしでトボトボ歩きます。

霧雨程度なら歩き旅は傘がないほうが楽ですね～。

[image: 海月漂流記-日光街道 279]



　





　霧も濃くなったり・・・薄くなったり、街灯が灯り始めました、

　この辺りまでくると雪も道端にチョコチョコと残っていました。

　急ぎたいけど急げない。転ぶのが怖いのもあるんですが・・・

　なにより車が怖いです。

　多くの歩き旅の経験者の方が、なるべく夕方で切り上げるのが、

　ものすごく納得できます。

でも・・・ここまできて諦めきれないから歩きます。雪山とかなら・・・絶対遭難するパターンだと思います。





[image: 海月漂流記-日光街道 283] 
杉並木の下に街灯は無く・・・・・ほんとに怖かったです。ま～車の方もあまり歩行者に気を配ってないでしょうしね・・こんなとこで、小山のアウトドアショップで購入したＬＥＤライトが大活躍しました。小さくても明るいので自身の位置と存在を主張するのに大変、役に立ちました。車も怖かったけど・・いないと思っていた「人」と・・・2，3回すれ違ったのも・・・・なにげに怖かったです。







    濃霧
    　[image: 海月漂流記-日光街道 284]たぶん・・・もうすぐ日光ってところで霧がものすごく濃くなり始め、

　町道で遭難するっかも！って状態に陥りました。

　ホントに雪山とかじゃなくてよかったです。

　暗くなってから歩くのは無謀なことを思い知ります。

　特に霧は視界が完全に奪われるので移動は困難を極めます。

上の写真もドコだか分からないでしょ？

[image: 海月漂流記-日光街道 285] 
同じ場所で少し待った後・・・・の写真ですＷＥＬＣＯＭＥ日光です。

ありがとう！もちろん「にっこにこ」です

この後もしばらく霧の中でプチ迷子状態に陥りました。

街中とはいえ・・まったく土地勘のないところ・・・

霧のせいで看板も見落としがちです。

[image: 海月漂流記-日光街道 286]　行きつ戻りつしながら・・・なんとかＪＲ日光駅に辿り着きました。

　時刻は丁度１８：００でした。とにかく現在地が把握できて、

　ホっと一安心です。

　駅の中には周囲の詳細な地図もあったのでそれをデジカメに写し取り、

　最後の数キロをゴールに向け、最後の一服をしたあと、いざ進みます。



[image: 海月漂流記-日光街道 292]こちらは東部の日光駅です。

１８：００をちょいと過ぎた時刻なのに・・・真夜中の雰囲気です。

[image: 海月漂流記-日光街道 293]



　



　最後の直線ロードです。

　駅前の地図で確認したから、もう迷子の心配はありません！

　この先にゴールがあるはずです。

　そこそこの勾配がありますが街灯も明るいし、

[image: 海月漂流記-日光街道 298]

　霧も少し晴れてきて気分もウキウキです。






ゴール寸前・・というか・・・すでに視界に見え始めたところでも・・

他のものに目を奪われます。

ん～～～これ電話ＢＯＸなんですが・・・イイデスネ！







    ゴーーーール！
    







[image: 海月漂流記-日光街道 300]



2/10　１８：３０　ついにゴーーーーーーーール到着です。

　　　　　　　最終日：　５７、９０７歩　　４１．６ｋｍ

日本橋からの累計：　２５７、０２７歩　１８４．４ｋｍ（宇都宮観光、及び抜け日の歩数含まず）



25万歩・・・の旅のゴールです。ガッツポーズ取りまくりです。にしても・・・184ｋｍは・・・随分寄り道おおいですね・・１４０～１５０ｋｍのはずなんですけどね・・・でも私の記録上は１８４ｋｍだったんです！



ちなみに・・ん？東照宮がゴールじゃないの？って方の為にプチ解説。

日光街道は日光二嵐山神社の参橋「神橋」までってのが通説なんです。詳細は・・自分で調べてね！で上の写真の場所が「神橋」なんです。夜でもライトアップされていました。昼間のゴールよりもちょびっとだけ得した気分になれました。

[image: 海月漂流記-日光街道 308] 
　「神橋」自体もお金を払えば渡れるようです。

　が夜はクローズです。横のタダの橋を渡り反対側からも撮影してみました。

　祝　日光街道　完歩　



でも旅は続くんです。







    旅は続く
    

はい、子供のころ遠足は家に帰るまでって教わりましたよね！





ひとまず・・・・ＪＲの駅にもどります。

日光で温泉浸かる最初の野望も・・・・・

お財布と相談したら

日光の宿たけ～～～～よ！ってことで

宇都宮に戻るんです！





[image: 海月漂流記-日光街道 309] 
帰りがけに「日本でも最もおいしい水」を見かけたので飲んでみました・・・「いまいちのおいしい水」は飲まなかったけど・・

感想は「とってもツメタカッタデス」

霊水の効果・・・・よくワカリマセン！

[image: 海月漂流記-日光街道 312]







　１９：０３発のＪＲで宇都宮に戻ります。









今夜の宿はスーパー温泉！のキャビンなるものに初挑戦です。

日光の温泉より・・・宇都宮のスーパー温泉のほうがお財布的に惹かれます！

餃子もまた食べたかったので・・・

てことでひとまず、日光街道　歩き旅　終了　なんですが・・・

遠足は・・家に帰るまで！に則り、この後も旅は続きます。



せっかくですから・・・最後までお付き合いください







    南大門
    [image: 海月漂流記-日光街道 314] プチ迷子、遭難の危機を乗り越え濃霧の中を１日歩いた道のりも

JRでは・・・５０分

早い！楽！暖かい！

電車スゲーーーー

なんて感じながら宇都宮に戻りました







腹ペコだったので駅前の「宇都宮餃子館ぎょうざの健太 」にて、ぎょうざ１２種食べ比べセットを注文、焼き餃子１２種各１個にスープとご飯がついてて１０８０円でした。値段はちょい高めな気もしますけど、チョコチョコいろいろ試したい方にはイイと思います。個人的には・・・ギョーザにチーズ合うね！なんて思ったくらいで・・・とにかくお腹が減ってたので・・・・あまり味わう暇もなくガツガツたべちゃいました。でも大満足です！

でお腹が満たされた後は宿と風呂な訳ですが

前回、宇都宮に訪れた際に気になったところがあったので

ネットで事前に調べておいた場所に向かいます。



[image: 海月漂流記-日光街道 316] 
ん・・・南大門

つい数日前に訪れた韓国にある本物の南大門は２００８年火災で燃え修復中のハズですがここは燃えなかったのね～







はい脱線しますよ！

[image: 海月漂流記-DSCN0980]


この右の方、本物の方の南大門火災の写真をスクープした方です。韓国でプロダクションを経営しているベ・ジョンファさん、嫁さんのほうにご縁があったようで今回の韓国旅行の際にまったくのプライベートにもかかわらず観光としては初めて訪れたアホ夫婦二人をいろいろな所に案内してくれました。こんな場所でなんですが！カムサハムニダ！そのうち書くであろう韓国旅行記、書く際に再登場するかも・・・しれません。







    スパで「ひとり寝」
    [image: 海月漂流記-DSCN0754]　さて話をもどして・・・

　気になってたのは・・・コレなんです。

　スパで「ひとり寝」の贅沢

　キャビンという名のプライベート空間

　小山でネットカフェ初御泊り体験してみたあとだけに・・・

　こりゃ～～贅沢だぜ！って強く感じたんです。

　日光の温泉泊るほうがそりゃ～贅沢だとは思うけど

　注目は値段！だよね。

　入館料とか深夜料とかコミコミなんですもの！

　ハズレホテルに泊るより遙かによさそうなのでここのキャビンを

　体験する ために日光から宇都宮に　もどったようなものなんです。

数に限りがあるので空いているかどうかが気がかりでしたが運よく？デラックスタイプが確保できました。上段、下段も選べます。私は上段を希望しました！

[image: 海月漂流記-日光街道 319]カプセルにちょこっと椅子、テーブルと鍵付きロッカーを付けただけなんですけどアコーディオン式のドアを閉めてしまえば落ち着ける個室です。ベットの下は反対側の部屋のベットであることは容易に想像がつくと思います。上段を選ぶか下段を選ぶかは・・完全に好みでしょうね～。私は上からの音がウルサインじゃタマランと思い上段を選びましたが下段は下段でアリな気もしました。実際下段のほうが人気が高いような入室状況でしたね～。防音設備に関しては・・「耳栓無料で貸し出します！」とのことです

[image: 海月漂流記-日光街道 321]

カプセル自体も座りやすくもちろんＴＶもついてます。

基本がスーパー温泉なので殆ど部屋にいる必要もないですしね～

寝るには十二分です。このキャビンエリアは、いわゆるオートロック付きのマンションみたいに入口も独立されていますので

女性の一人旅なんかにもお勧めです。

　女性用は８室しかないみたいだけど・・・

　詳細はザ・グランドスパ南大門オフィシャルＨＰ で調べてね～

　１４：００にcheck　in出来て外出もOK・・・

　完全に下手なホテルより快適に過ごせることは間違いなしです。

　お風呂もよかったですよ～個人的にはキャビンでタバコも吸えれば１２０点

　なんだけど・・・今のご時世そこまで望むのは無理な話ですね～。

でもキチンと喫煙室もそばにあったので全然喫煙者にも問題ないナイススパです！

歩き疲れた後の餃子、スパで気持ちよく爆睡できました。







    再び日光へ
    2/11の出来事



昨夜はザ・グランドスパ南大門の贅沢なキャビンで爆睡できたこともあり

この日は朝７：３０にバッチリ目が覚めました。熟睡できる環境でしたよ～

起床後はもちろん・・風呂へ直行、朝からのんび～～～り、湯につかります。

湯船の中で再び夢の中へ落ちる誘惑と闘いながらも

チェックアウトをしてJRの駅に向かいました。



[image: 海月漂流記-日光街道 323]

　一度列車の発車時刻を確認したあと、

　時間があったので駅でコーヒーとパンを齧り

　時間を潰し日光へ戻ります。

　電車はご覧の通り空いてました。こりゃ～本数少ないわけですね。

[image: 海月漂流記-日光街道 324]


１０：５０　日光駅着

東武日光駅前あたりでの風景

雨は降り出していないものの今にも霧に包まれそうでした

[image: 海月漂流記-日光街道 325]





　昨夜も通過した道をトボトボ歩き東照宮へと向かいます、

　霧がないと歩きやすもんだな～なんてことを考えて歩いてました。

[image: 海月漂流記-日光街道 335]





昨夜辿りついた「神橋」です昼間見るのもいいけど・・・やっぱり昨夜見た橋とは違います。ライトアップの有無なんかも勿論あるんですけど、「ついに辿り着いたっ！」て感覚が私のほうに無いからかもしれません・・出発点は同じ宇都宮なのにね～、









移動手段が変わるだけで訪れた場所から受ける印象って

変わるもんですね～







    チラチラと
    [image: 海月漂流記-日光街道 329] 
　そんなことを、しばらく橋を見ながら考えていたら

　雪というよりも氷あられとでもいうようなものが

　雨に混ざり始めました。

　雪については詳しくないのですが・・・

　少し珍しいなって感じる天候でした、

　雨が途中で凍って降り注いできた、そんな感じでした。



「冬だし雪とかみて～な～って」ノリで始めた旅ですから、ちょっとワクワクしてた気分です。



[image: 海月漂流記-日光街道 344]


まずはこの土地、日光を開山したという「勝道上人」なる僧の銅像を見かけましたが気になったのはその足元にいた、この龍、なんとなく惹かれました。ちょいと頭をナデナデして勝道の開山した山に入ります。

[image: 海月漂流記-日光街道 348]



　

　チケットを購入、このチケットだが、買う場所によって種類だとか、入れるところとかがあるようで、とっても不親切な感じです！私もなんだか分からんうちに観る予定のなかった宝物殿付きのものを１３００円で押しつけられた感じです。日本人でこれじゃ～外国人観光客なんかは・・？？？？って感じでしょうね～、お値段そのものは、こんなもんか～と個人的には納得のいくものですけどね。朱印帳なるものも実はもってたりしたので書いてもらいます。３００円ナリです。この朱印帳については・・・旅行記が完了したあとに改めてとりあげたいと思っております。

で最初に輪王寺を見て回りました世界遺産の一つのようです。内部の様子をお伝えしたいのですが内部の撮影はNGでした。世界遺産なのにケチくさいです。何らかの保護の為とかであるならばフラッシュNGだけで十分なハズです。中途半端な公開方法に思えました。それが寺というものと言われればそれまでですが、はるばる此処まで訪れた方はガッカリでしょうね。出口ではキッチリ写真集、大量のグッズを販売している辺りに疑問を抱きます。なんかね～～懐狭くね？って感じです。



[image: 海月漂流記-日光街道 358] 
　輪王寺たしかに立派な建物ではあるけれど、特に惹かれるものもなく、

　さっさと次に移動しました。気がつけば本格的に雪が降り始めました。

　ヤッターーー！て一人こっそりガッツポーズです。



　東照宮の五重塔も雪化粧を始めました。







    三猿
    [image: 海月漂流記-日光街道 367] 
有名な「見ざる言わざる聞かざる」三猿のある場所で他の彫刻に惹かれました。ここには8種の彫刻があります。その中の2つの彫刻に興味を惹かれたのですが1つ目がコレ「一人立ち寸前の猿、まだ座っている」だそうです・・・40近いオッサンの私がこれに・・惹かれてしまうとは、なんとも・・・プチ溜息な気分です。

[image: 海月漂流記-日光街道 366]



　もう1枚・・目を奪われたのがこちら。

　今度は2匹の猿です。

　説明によると「結婚した2匹の猿に、どんな荒波が

　待ち受けているのだろう」だ・・そうです。

　出合って今年で丁度10年目、結婚して6年が経過しましたが・・・

　まだまだ荒波を乗り越えねばならぬ予感です。

かぁ～ちゃん迷惑いつもかけてゴメンヨ～～まだまだ楽にはなりそうにないがな～なんて思いました。本当に我が家の嫁様には感謝です！



[image: 海月漂流記-日光街道 369] 
なかなかこの東照宮、中学校の、たしか遠足かなんかで来た記憶があるけど、あらためて来てみても、見どころの多いところですね～。あっちこっち覗いたあとに陽明門へ向かいます。





　

[image: 海月漂流記-日光街道 376]

　この陽明門、とにかく彫刻いっ～～～ぱいで見どころ満載

　な訳ですが目立つところにあるこの人物・・・たぶん家康？

　なのかな・・と無知を晒したところでひとまず写真を撮ろうとしたら・・・

　シャッターが降りない・・・ん、ん？

と思うとどうやら私の安いデジカメ君は（お任せモードが）この像を「人」と認識したようで・・・笑顔を待っておりました・・・・

テクノロジーの進歩も凄いけど、現代の機械をも欺く

昔の職人さんの腕に参りました！と一礼です。

ちなみにこの陽明門の少し下で団体さんたちが集合写真を撮っていたんですが・・・カメラマンの掛け声が「日光にっこにこ！」でした・・・思わずプっと頬が緩むナイスセンスです。







    眠り猫
    東照宮の中でも有名な「眠り猫」も見に行ってみました



[image: 海月漂流記-日光街道 383]
　この日も寝てました！

　ちなみにコノ「眠り猫」を見るためには

　別料金！が必要です。

[image: 海月漂流記-日光街道 406]




この眠り猫の下を潜るとこんな看板があります。

石段200段・・・

日光まで25万歩以上歩いてきた私には、なんでもありません！

ちなみに、この辺りは最近えらい流行りのパワースポットらしいですね～

感覚にぶ～～い私にはヨクワカリマセンが。



[image: 海月漂流記-日光街道 386]

　エイヤコラヤと階段を登ります

　途中写真撮るふりして、休憩を２，３回とりました。

　歩くのと、階段登るのは違う筋肉使うもんです。ネ！

　底知れぬパワーの所為なのか、単に天候の所為なのか、

　少しだけ空気が変化したように鈍いなりに感じられました。

[image: 海月漂流記-日光街道 389]






最後の数段を上る前にいた狛犬くん、頭の上にも雪が積もり、温泉に浸かってる

タオルを頭に載せたオッサンにも見えますが・・・皆さんは・・どんな感じが、しますかね～？(b^-゜)

[image: 海月漂流記-日光街道 393]





　で・・こちら家康の墓所奥宮の前の門です。

　さすがに立派なものです。

　ん・・別料金・・・ちと高いけど

　しゃ～ないか～って感じです。







    龍が泣く
    [image: 海月漂流記-日光街道 394] 
たぶん・・・この鐘みたいなのが・・・墓なんでしょうね～

最初はサッパリなんだか分かりませんでした！

周囲は静かで寝るにはよさそうなとこでした。



ぐるりと一周したあと階段を下ります。雪の階段で慎重に下っている方が多かったですが、買ったばかりのメレルの靴のおかげで楽々とノー休憩で降りました。　　(・・)



眠り猫の下を再び潜り他も見て回りましたが、写真ＮＧが多かったです。ここもかよ～～～って感じです。あ、ちなみに眠り猫の裏は違うモノがあるそうですが・・・うっかり見忘れました！あえて・・何かは書きませんのでご自分で調べるなり、実際に見にいった時の楽しみに取っておくなりしてください。

ガイドブックとか持っていた訳ではないので恐らく凄いものをたくさん見落としています！

でも、それも旅の仕方のひとつではないかと思ってくださいm(__)m



[image: 海月漂流記-日光街道 413] 
　陽明門の逆さ柱なんかを観たあと「鳴き龍」を観に行きます。

　私としては珍しくココは見逃せん！と最初から思っていたところです。

　が・・・・丁度修学旅行と見受けられる学生の団体が到着したようで

　激コミでした・・・学生さんも賑やかでしたが・・・

　下足番係？の人たちも大声でうるさかったです。

内部で楽しみにしていた鳴き声を位置を変え三回ほど聴きました。う～～んシビレマスネ、

はい！ここも撮影ＮＧ　(￣￣#　ちなみに中で音を出してくれる係の人も学生の団体相手のときは、かなり投げやりな説明、われわれ一般客には最後の説明が・・キーホールダーの売り込みと・・

(￣へ ￣ 凸　違う意味で龍が泣くだろって感じでした、エンターテイメント的にやるなら・・・ディズニーのお兄さんお姉さんを見習いに修行にイケ！とすこ～～～～しばかり説教もしたくなる感じでした。忙しい～のは分かるけどさ・・ダメだろ人としても・・ましてやココ世界遺産だろうに・・って感じです。



アンコールワット辺りにいる、もう係の人ってよりはキュレターと呼びたくなるような人々とは同じ世界遺産とはいえ「人」と「心」問題アリ！と強く感じる場所でした。こっぱづかし～～よオマエラ！て・・ちと熱くなったので外で雪の中クールダウンです。たまたま・・・そんな光景に出くわしただけであって普段は違うのかもしれません。が一期一会の心は感じられぬ人々でした。修行激しくがんばってください！







    二荒山神社
    [image: 海月漂流記-日光]

　熱くなった頭をクールダウンしながら



　雪道をしばし






　うっすらと雪化粧が施された

　

　東照宮の五重塔を横目に



　二荒山神社を目指します





[image: 海月漂流記-日光]　

昼前に降りだした雪も本降り

道もすっかり覆われてきました





　ここに来る前に喫煙所で一服中

　おばちゃんが

　「こんな天気の悪い日光は初めてよ！」

　とお怒りでしたが・・・

　雪見に来た私は・・・にっこり

　ま～同じ天候でも捉え方は人様々ってことですね～

[image: 海月漂流記-日光]　





　二荒山神社の中をウロウロしていたら

　この鳥居の奥に

　人だかりのあるところを見かけました







　むろん・・・なんだか気になるので

　覗きにいきました。







    知恵の水
    [image: 海月漂流記-日光] 
　「二荒霊泉」

　ここの水が目当ての方々の様子でした

　2リットルペットボトルに

　どんどん水を貯めている方が

　たくさん列をなしていました





1人で１０本くらい水をいれて・・　担いで帰ったオバサンもいましたね・・・何に使うのか？

も気になりましたが・・・

２リットルｘ１０本って２０ｋｇですよ！リュックに詰め込み、軽々担いで歩いていきましたが・・・・

駐車場まででも・・・・・たいした体力です。

[image: 海月漂流記-日光]



その霊泉のよこに

こんな・・イイ感じのアズマヤを

見かけお茶しに立ち寄りました

[image: 海月漂流記-日光]







　中にはストーブも置いてあり

　普段はコーヒーのエスプレッソ派の

　私もここでは、オッサンらしく

　昆布茶を頂きました。

　ここで水汲み場が　空くまで、しばしのんび～りです

　目の前が水汲み場なんです。

　ここで持ち帰り用の

　空きペットボトルも販売してました（苦笑）





　





人の少なくなったところを見計らい「知恵の水」をひとすくい飲んでみました・・・

少しは賢くなれたかな？効果は・・・どうなんでしょうね？







    夫婦杉
    [image: 海月漂流記-日光]



　「運試し輪投げ」なるものを

　見かけましたが・・・

　こんなとこで運使いたくないワイ！

　とか偏屈なオッサンなので

　写真だけ撮ってスルーです

　珍しく・・無料！でしたが・・・



[image: 海月漂流記-日光]













あらかた見終わり

輪王寺・大猷院に向かう途中で

こんな木を見かけ

足を止めました

デカイ・・・

だけじゃないんですね

これ

[image: 海月漂流記-日光]



なんでも「夫婦杉」だそうです

　

　夫婦円満の御守１０００円！は

　どうかと・・おもいますが

　私にしては珍しく

　ここで１００円！の賽銭を

　投げときました



　いつまでも仲のイイ夫婦で　互いに成長を続けたいですからね～

　「もう手遅れじゃ！もとから仲良くないし！」

　とか・・・嫁の愚痴も聞こえてきそうですが・・・

　やっぱり・・・・御守買ったほうがよかったかな～？

　あ・・・ちなみに側には縁結びとかの木もありましたよ～







    大猷院
    輪王寺・大猷院の観光模様をお伝えします



[image: 海月漂流記-日光] 
　「二天門」

　雪の中、朱と黒と金

　が目を惹きますね

　人も少なくゆっくりできるところでした








[image: 海月漂流記-日光]　

　家光の廟所では

　いたる場所で

　白龍を見かけました

　なんだか・・ドラゴンボール持ってるミタイデスネ

　青い・・ケド







[image: 海月漂流記-日光]

　こちらが本殿の横にある

　皇嘉門

　入れませんでした

　先日、ニュースでここの内部が

　350年目にして始めて公開された

　とか聞いた記憶がありますが



今日の時点では既に終了となっているようです・・・次は何年後？なんでしょうね～

家康の東照宮にくらべ・・・どこも金ピカが目を惹きましたが・・

控えめに極彩色を抑えたそうです。

が・・・黒地に金と朱は・・・ある意味ド派手な印象を受けました

武家らしい質実剛健がコンセプトのようですが・・・わたしにゃ・・よくワカリマセンな～

仁王門、二天門、夜叉門、唐門、皇嘉門と、門が多いのが特徴だそうです。

装飾とかは・・・どれも素晴らしいものばかりですね～

やはり・・その時代の最高の職人、芸術家が集められたのでしょうね～







    ブラブラ
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　こちらは仁王門の正面に位置する

　立ち入り禁止の場所



　足跡もありませんでした

　でもイイ感じで惹かれるトコでした
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　一通り見終わったので

　帰ろうかな～

　なんて思ったら

　まだチケットが残ってました



　最初に見た輪王寺の

　宝物殿・逍遥園のチケット





　







時間もまだちょっとあったので見に行きます







    逍遥園
    なんだか・・・訳のワカランうちに

セット販売で渡されて

最後まで残ってしまったチケット

そのまま帰るのもなんなので

あまり興味はなかったけど

訪れてきました



[image: 海月漂流記-逍遥園] 
　団体ツアーの方が

　あらかた帰ってしまったのか

　午後４時ごろなのに

　ちょっと裏道っぽいところは

　静かでした
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　チケットは宝物殿と逍遥園

　共通らしいので係りの方の進めに従いまずは

　「逍遥園」という

　周回庭園を巡ります





　



　[image: 海月漂流記-逍遥園]

　池の周囲をグルグルと

　巡れるように　なっている庭園なんですが

　こんな茶室？もあります



　いい句が浮かびそうですね







    素晴らしい庭園
    

[image: 海月漂流記-逍遥園]

　細い道を見事に配置された

　木々の中、歩くんですが

　ココ・・すごいイイです

　ん～グルグル周ってるだけで・・・

　悟り開けちゃうんじゃね？って

　くらい・・いろんなコトを感じられます





　素晴らしい庭園ですね～





[image: 海月漂流記-逍遥園] 
　四季によって

　様々に変化もしていくんでしょうね～

　ハッキリいって

　日光の中で・・

　もっともお気に入り！の

　場所になりました

　機会があれば冬以外の時に

　再訪してみたいものです











ほんとに・・・この庭園・・・いつまでいても飽きません

時間が遅いせいか、ほぼ貸切状態のなか

３周ほど・・・トボトボ歩きました

イイナ～～～ココって感じでした。



今回の旅の中でもっとも自分で気に入った写真もココで撮れました







    お気に入りの一枚
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二度と出会えないであろう風景でした

旅の最後の最後でこんな景色が見れたことに、ちょっぴり感激したりしちゃいました

そのあと宝物殿もみましたけど・・・・

こちらの逍遥園のインパクトのほうが・・・つよくて

へぇ～～～ってイロイロみたけど思っただけでしたので・・・・カットします。

ん・・３００円でしたけど・・・

知らずうちにセットで渡されたチケットでしたが・・・

正直よかったヾ(＠^▽^＠)ﾉ







    区切り
    なんとなく先程の景色をみたことで

自分の中では一つの今回の旅の区切りが生まれました

そんなわけで

遠足は家に帰るまででは・・あるんですが



物語はここでオシマイです



[image: ]帰りがけに「勝道上人像」の前で一服がてら
旅の報告などをボンヤリして[image: ]

家路につきました





ここまでお付き合いして

ページを捲ってくれた方

道中出会った全ての方に感謝！





日光街道　歩き旅

完







    あとがき
    



ブログで連載したものを電子書籍化するにあたり



自分自身で読み返しても・・・40近いオッサンとしては



なんともまぁ・・・無計画、テキトーな旅であることに



呆れる部分もあるが



やはり・・・この「歩き旅」というものは



今まで旅してきたものとは決定的に違うことが思い起こされる



もっともアナログにして進行の遅い旅であるということもあるのだが



地に1歩1歩を刻みながら移動していくということは



その1歩1歩が確実に足の裏の衝撃から



脳に刻まれていく記憶となるということを



最近は車での旅が増えてくるにつれ痛感する



世界は移動手段や通信手段の発達により



遠い世界や見たこともない世界も身近に感じられるようになってきた



その大きな流れは今後も続いていくことだろう



だがその大きな流れから逸脱したところに



実はリアルな生活があり、人がいる。



地に足を付けなければ感じられないことや



見落としていたものに気がつく部分があるように想う







「日光街道」



その名前とは裏腹に私にとっては



雨と雪に苦しめられた道のりでもあったが



その後、私は北海道最北端からの更なる



歩き旅のトレーニングを経て



同年の夏にはスペインを１０００ｋｍ以上



毎日歩き続けての横断に成功した



その道中は・・私にとって正に「光の道」をいくことだったのだが



その始まりが日光街道であったのは偶然なのか必然なのか



そんなことをボンヤリ想うことがある



実は書籍化したかったのは



スペイン横断をした巡礼記



カミーノの物語のほうなのではあるが



この第一歩を飛ばすわけにはいかないと



初の電子書籍化は「日光街道」からということに



なったわけです



近いうちに・・そちらも編集したいと想っておりますので



完成したら是非覗いてくださいね！



少しは・・・成長してるかも？！しれません



あとがき・・・などというものを書くのは初めてで



どう締めくくってよいやらなんて感じですが



まぁ・・・



「歩く」っていいものですよ！ってことです



最後まで読んでくださった方に感謝感激です。



ありがとうございました！





日光街道「歩き旅」2年後

2012年02月09日　FULLMOON

海月　岳人　（くらげがくと）
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    奥付
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